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「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たん),譚)」とは「お話」という意味です。これから何回か、丸亀城にまつわるお話をしてみようと思います。丸亀に住むわたしたちの祖先は丸亀城とともに生きてきました。今まで古くからいいつたえられたり、実際にあったことをまとめて、新らし くみつめてみるのも丸亀の城下に住むわたしたちにとって非常に大切だと思います。お話を始めるに当ってひとことおことわりしておきます。それはできるだけ史実に忠実にと思いましたが、お話の対象になるのが伝説であったり、昔からの言い伝えであったり、又、しっかりした史実があっても、それがほんの一部であったりすることが多いので、わたしは今までの色々 な資料をもとにして史実にこだわらずに自由に物語り風に、つまりフィクション（虚溝）としてお話を構成してみました。皆さんが、おじいさんやおばあさんから聞いたことで、面白いことをどしどし聞かせていただけたら非常にうれしいと思います。勿論、直接丸亀城に関係のない話で結構です。広く「丸亀」と解してくださればよいのですから。
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その１ 番町権兵衛屋敷
丸亀・京極藩に御近習頭をつとめる菅四郎兵衛門という侍があった。丸亀御家中分限帳（今でいえば名簿）によれば二百五十石取ではあるが、家老の多賀帯刀を筆頭に第九番目に記載されている。主君EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たかなか),高中)の信任は厚く、家中の気受けも大変よかった。その上武芸にも秀でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せい),正)明館（藩校）での秀才でもあった。従がって二十五才にして近習頭とまでなっていたわけである。本君の信任が厚いことを示すことに彼は主君のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なこうど),仲人)で表御用人岡織部の愛娘をめとった事実がある。 なんでも家中随一の才媛として誰一人知らぬ者はなかったということである。彼にとっては数年間は幸福の絶頂であったにちがいない。
今、わたしは「数年間」といった。たしかに彼は数年間は人もうらやむ程幸せであった。しかし二七才の夏、はじめて父親になれると喜んでいた矢先、母子共に難産のため一瞬にして失ってしまった。それ以来、人が変ったように言葉すくない暗い男になってしまった。だから今では広い屋敷の中に、年老いた家来とたった二人で淋しく暮していた。
これを知った主君は心をひどく痛め、四郎兵衛門を屋敷に呼んで色々となぐさめの言葉をかけ、その上に新らしい屋敷を賜った。転居させて気分一新という深い情けであった。丸亀城のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(からめて),搦手)の東、番町の端にうっそうと茂ったうるし林を切り開いて新しく建てたものである。いよいよ明日は屋敷換えという日のタ暮れ、四郎兵衛門は老僕を連れてその新らしい屋敷の門口に立っていた。走り行く雲の絶え間から、十三夜の白い片割れ月がのぞいていた。
「このあたりは一段と涼しいのう」

「立秋を過ぎましても暑い毎日で、ぢいは毎晩ねむれませんでしたが、明日からは虫の声を聞きながら寝れそうでございます。」
こんな話をしながら屋敷を一通り見終って、うるし林を出ようとした。その時、老僕が
「あっ。」
と声をあげた。「どうした。」と四郎兵衛門がたずねると、誰かがうるし林の中にいるのを見たというのである。四郎兵衛門が急いであたりをみわたしたが誰の姿もみえない。しかしながら老僕は真青な顔をして、ふるえているではないか。いつもとは馬鹿に様子が変だ。
その夜、屋敷にかえった四郎兵衛門は改めて老僕にうるし林での一件についてただしてみた。その老僕は次のように真青になってふるえた理由を語った。
それは先日来、城下の者たちが噂をしているのをふと耳にした話だが、 殿から拝領した新しいうるし林の屋敷は、丸亀のずーっと以前の城主仙石秀久、（異名を権兵衛といった）の墓所で、昔からそのうるし林に枯枝を拾いに入った者は、必らずといってよいぐらい三日をでぬうちに、はげしい熱を出して、狂い死をするという怪しい言い伝えの話であった。この噂をさきほど、急に思い出して妙に恐かったというのである。四郎兵衛門は何の町人共の申すことを、とその場は笑ってすませたが、心の底に老僕の話がこびついて仕方がなかった。しかし殿の恩情を思うとき武士としてもこんな噂ぐらいで新居にはいらないというわけにはいかなかった。しかし転居して三日日、噂が本当になった。つまりこうである。その 夜、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),亥)の刻（今の十一時）もう寝ようと寝室にはいった時だった。彼の目の前に、白い衣を着た老人が、煙のように立っているではないか。
「何者だ。名乗れ。」
四郎兵衛が鋭く刀に手をかけてつめ寄ると、その老人は弱々 しくこういった。
「菅殿、お騒ぎあるな。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(それがし),某)は元、この丸亀城の大守にて、貴殿におり入ってお願いがあり、ここに姿を現した者。」といって長々 と語った。 
それはこの屋敷が自分の墓の丁度、真上にあって、自分の遺骸が眠っているわけだが、屋敷の重さが加わって骨が砕けて、しゃれEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうべ),首)もまさにひしがれようとしているので早々 にこの屋敷を取り払って欲しいというのである。しかし四郎兵衛門はきっぼりとその煙のような老人に返答した。

「愚かなことを。この屋敷は四郎兵衛門のものにあらず。我が殿より賜ったもの。その方のような怪しき者の言うままに取り払うて何とするか。」
「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いか),如何)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほど),程)に願うてもか。」
「もとより。」
「後になって海いてもおそいぞ。後になってに‘…… 。」
と老人はひどく咳こみながら次第に消えてしまった。四郎兵衛門は心中おだやかでなかった。しかし悪夢をみたにちがいない。たしかに夢であったと自分にいい聞かせた。誰に話してみた所で本当にはすまい。この世にあり得べからぬことである。この現在の世でだ。しかも主君拝領の屋敷。それも自分の不幸をひどく痛んでわざわざ建てて下さったもの、家中のだれもが果報者よと噂しているではないか。
それから十日余り、屋敷内には何事も起らなかった。あの夜のことも誰にもいわなかった。勿論老僕にも。そして或る夜四郎兵衛門は、久し振りに土器川へ投網を打ちに出かけた。
「かからぬのォ。今夜に限って雑魚一匹網にはいらぬとは。よくよく運が悪いのか。」
「もうそろそろお帰りになりますか。」
その夜、月はなかった。土手の上を行く二人の周囲で川風が藪や雑木を鳴らした。何度網を打っても一匹もつれぬ。四郎兵衛門は、しゃくだと思いながらどんどんと川上へ上ってけんめいに網を打った。そしてもう一度何もかからなかったら引き上げようと決心したとき、ひどく手ごたえがあった。四郎兵衛門は喜びの声を上げた。
「おお、しめた。今度は確かに手応えがある。」
二人でヨイショ、と引き上げて老僕が中の得物に手をふれたとたん彼は「あゝ。」と悲鳴を上げた。おお何と網の中には血みどろの人の足が一本、老僕が思わず投げ出した提灯の灯に照らされてヌラヌラと光っていた。四郎兵衛門はその血みどろの足を手拭でしばって屋敷に帰ると、明々と灯をともした座敷の真中にたらいをすえてその中へ血みどろの足を入れた。ところが切り取られた足からは、おびただしい血がふきでていた。四郎兵衛門はそのたらいの足をじっと見た。すると、突然彼の頭上の天井板が「バリッ」とさけてもう一本の足が垂れ下がった。
「ワッハハハ、ワッハハハ四郎兵衛門、どうじや、胆にこたえたか。」
突然声がした。
「おのれ！。」とばかり刀を抜いて天井板めがけて切りつけた。が空を切ってしまった。とたんに彼は頭の中が熱くなってくるのを感じた。「あゝ、あの声はあいつだ。」と一晩感じたが、そのままドッと倒れて気を失ってしまった。そして不思議なことに、あの網にかかった血みどろの足があったたらいの中には、一振りの短刀が残されていた。その夜から四郎兵衛門は高熱にうなされ始めた。お城からは主君の特別の指図で御典医がき、奥向の役人が見舞にきた。そして、たらいの中の短刀が発見された。人々 は樗然とした。それは数年前、御宝蔵から紛失した宝剣にちがいなかった。さっそく目付役が派遣されて取調べに当った。しかし四郎兵衛門は、ただうわ言に足が…… 足が……とロ走るだけだった。ここに至って城主は、四郎兵衛門の病気回復を待って即日切腹の断を下した。切腹はせめてもの情けであった。冬の始め、四郎兵衛門は、たった一人の老僕さえ知らぬ間に病み上りの腹を真一文字に切り開いて死んでいた。
その後、四郎左衛門の屋敷は住む人もなく、風雨にさらされ、何時か崩れ落ちて、今も住む人とてなく、一面のうるし林になっているとか、丸亀番町に古く語り伝えられる物語である。
（筆者は社会科担任）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　　石　井　雍　大

昔から城は、秘密を要するために、工事に関係した大工が、城完成するのと同時に殺されたというような話が良くある。丸亀城にもこのことに関する伝説が、私が聞いた範囲でも二、三残っている。今回はその中の一つをお話してみようと思う。


第二話　　　　石垣扇の勾配
―工匠・羽坂重三郎伝―



（一）

「誰かがつけてくる。」

重三郎は、とっさに感じた。二の丸から三の丸にかけての石段を静かに下がりながら、重三郎は意外に落ちついている自分の気持に満足していた。

「 トツー。」
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白刃がきらめいた。重三郎は、自らその中へわれとわが身を投げ出していった。脇腹に「ガン。」と熱いものを感じた。重三郎の意識は、一瞬、もうろうとしてきた。しかしその薄れゆく意識の中に三郎は満足であった。





（二）

肥前、天草の富田城主、山崎　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かい),甲斐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみいえ),守家)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はる),治)が、西讃に転封されたのは寛永の十八年（一六四一）であった時はまさに三代将軍家光の時代で、武家諸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はっと),法度)をはじめ、参勤交代の法が定められ幕藩体制確立の時であった。山崎家治が入府するまでは、この丸亀は生駒家の治政の下にあって、居城は高松にあった。もともと西讃のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しずめ),鎮)としてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いこま),生駒)家では、丸亀にも城を築いていたが元和三年（一六一五）の一国一城令で丸亀の城を廃していた。従って山崎家治が入府した時には丸亀は全くの廃城と化した。

さっそく山崎家では城の図面、木図（木組の模型）および領内の絵図をそろえて築城願を幕府に提出した。時は寛永十九年七月二十八日であった。折り返し、許可書と、白銀三百貫が幕府より届けられた。家治は、できるだけ出費を節約するため、今は廃城となっている生駒家の建てた遺構を利用できるものはできるだけそのまま利用することにした。

すぐに。城普請奉行の人選があった。築城の経験豊かなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はやみず),速水)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(へい),平)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ざ),左)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えもん),衛門)が選ばれた。先に幕府に提出した図面も彼が引いた。城中で正式に披ろうがあったのち、帰るみちみち築城を実際に担当する石工をあれやこれやと頭の中に浮かべてみた。彼は一人の石工の名前を浮かび出した。肥前、天草に住む「名工、重三郎」の名であった。

「もう立派な若者になっていることであろう。」

しかし、次に平左衛門は思わず、

「惜しい人物を殺すようになるが、しかたがあるまい。」

とつぶやいた。




（三）

重三郎は多度津にあがって金刀比羅宮に詣でたあと、すぐその足で丸亀にやってきた。速水平左衛門からの飛脚があって七日目である。大手門を左にしながらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うちぼり),内濠)に沿って三丁ほど歩いた所に速水平左衛門の屋敷があった。重三郎は案内をこうて屋敷内にはいった。

「重三郎、待ちかねたぞ。拙者を覚えているか。まだあの時はこんなに小さかったにのう。」

重三郎の家は父の代から城作りの石工であった。彼の父は朝鮮の役に、山崎家の普請方として従軍しその際朝鮮の城について、特に城壁（石垣）を熱心に研究して帰った。のち彼の弟子が見事にその成果を肥後加藤家の熊本城に、かの有名な「武者返しの石垣」としてあらわしている。重三郎はそんな父の子として生れた。しかし、その父は、肥前の山崎家の一畠田城を築いた際、城の秘密を守るという理由でなき者とされたのである。その時の城普請奉行のもとにいたのが速水平左衛門であった。平左衛門は幼い重三郎の身の振り方を親身になって世話をしたのだった。そうして、重三郎が立派に父の志をついで勉強できるように充分配慮しておいた。

今、目の前にいる立派に成長した重三郎の中に昔を浮かべ平左衛門は老の目に一筋の光るものを流した。

平左衛門は、重三郎を鄭重に客人として遇した。




（四）

翌日より、こまごまとした打合せの談合にはいった。ある時は重三郎と平左衛門だけが。ある時は重役達と。図面の検討、費用の概算、若役の百姓の生活に関することまで。重三郎は又、一人で亀山にも何度か足を運んで土質を調べた。それからある時は、重三郎は平左衛門の屋敷内にあてがわれている一室にこもった。時折、食事を運ぶ女中にそのようすをたずねると

「ほんまに、たくさん本やら、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さし),指)やら、図面やら足を入れる所もありません。私がはいっていっても、ふりむきもしないで一生懸命、図面を引いて居られます。」

と、答えるのみであった。

平左衛門は話せば話すほど重三郎の築城学上の知識に舌をまいた。平左衛門とても、れっきとした城普請奉行、築城に関しては一かどの人物である。しかし今日も彼は本当に心から若い重三郎に頭を下げた。それは城中での談合のときであった。主君家治をはじめ、家老等重役のすべては、城の石垣は防禦上、小倉城や和歌山城のように、できることなら勾配を急にしたいと考えていた。勿論平左衛門もその中の一人であった。しかしこの点に関して彼は並びいる重役達に対して真正面から反対した。ただ単なる反対ではなく反対理由の理論がまったく整然としていて、反論ができない程であった。そうして彼は結論として「扇の勾配」を打出した。彼のいうところは

第一に防禦上ということが無意味であること。江戸幕府の強力な治政の下、二度と関ケ原のような戦は起らないであろうと。

第二に、直線的な石垣は美的感覚に乏しいこと、大平の時代にはその時代に応じた石垣が要請されるべきであること。

第三に、一番大切なことは城の石垣を支えるべき亀山の地盤が非常に柔らかいこと、土質を調べた結果、凝灰岩質や安山岩質であること、このため「扇の勾配」の方が地盤に対する圧力が小で、その上外観上も非常に美しいとの説を主張した。その上、築城学を全く知らない重役達にもよく分かるようにさらさらと白紙の上に圧力の関係を説明した。主君をはじめ重役達の信頼は絶大であった。





（五）

平左衛門は城に関する一切の「縄張り」を重三郎に任かせた。領内のおびただしい百姓が城普請に狩り出された。重三郎は百姓たちのことを考えて、できるだけ、短期間で要領よく仕上げた。そのため翌寛永二十年には立派に竣工した。彼は石垣の勾配の一件ばかりでなく、日本一の深い井戸を堀った。二の丸から地下二○ ○ 尺もの深い井戸である。そうして彼はその井戸を城のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うずら),鶉)口にした。鵜口というのは、非常の際の城の脱出口である。なにげない井戸を鶏口にした着想は全国城多しといえども抜群であった。それから又、土圧と水圧との関係をよく調べて、大雨が降った後にでも絶対石垣が、はらんだり崩れたりしないようにも細心の配慮を払った。内濠から大手門への石橋も彼が築いた。築城の第一の功労者は重三郎その人であった。




（六）

城、竣工の日からしばらくして、密かに重役会が開かれた。その中には平左衛門もいた。

「重三郎を殺さねばならぬ。」

「 城の鵜口がいずれに出るのかも知っている。」

「大手門への石橋も組立て式に重三郎がしているというではないか。」

「なに。」

「石橋のどれか一つの石をのぞけばたちまちに橋が濠の中へくずれ落ちるとか。」

「それにあの高い石垣を彼だけは登る秘法を知っているとか。」

重三郎に関する風聞がその席上乱れとんだ。たしかにその中には真実なものもあった。平左衛門は終始、黙って下をむいていた。談合の結果、きたる十五日の月見の宴からの下城の際、重三郎を亡きものにすることに決まった。そうして、その役は人もあろうに平左衛門に下された。





（七）

その夜、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とり),酉)の刻（今の六時）、彼は平左衛門と共に竣工を祝しての月見の宴にのぞんだ。人々 は絶讃を彼に与えた。宴たけなわの頃、人々 から所望されて、重三郎は「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ともなが),朝長)」を謡った。人々 は唖然とした。彼のさびた声が、天守に響いてこだました。

「… げにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほくぼう),北邸)の夕煙、一片の雲となり消えし空は色も形も亡き跡ぞ哀れなりける亡き跡ぞ哀れなりける。」

「彼は死を知っている！」

いつの間にか彼の横にいた平左衛門は居なった。重三郎は、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いぬ),戌)の刻（八時）に席を立った。





（八）

平左衛門は血刃を手にして泣いた。重役がかけつけた。重三郎は彼の最も精魂を傾けた扇の勾配の石垣の下で安らいだ顔で次第に冷たくなっていった。平左衛門が死体に手をかけたとき囲りの人々 は再び唖然とした。重三郎はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むく),無垢)の肌着をまとっているではないか。彼は白装束を身にまとってしかも「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ともなが),朝長)」を謡ったのだ。石工とはいえ立派であった。平左衛門の涙はその時悲しみの涙から憤怒の涙にかわった。武士の社会に対する怒りなのか。自分に対する怒りなのか。

名工、重三郎父子をまざまざと死に追いやった平左衛門は人知れずそれから間もなくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅっぽん),出奔)して、いずこえか姿を消した。あとになって、たしかに僧の姿をした平左衛門を見かけたというものがあったということである。

（第二話完）
あとがき
伝説である。生駒家にも山崎家の分限帳にも重三郎の名はない。恐らく名もない石工であったのだろう。「扇の勾配」は今も見返り坂を登りつめた所にある。「扇の勾配」とは築城学上の呼び名である。私はこの石垣に重三郎にちなんだ名をつけてやりたい。伝説だとはいえ、あまりに悲しい物語りではないか。恐らく殺されるのを覚悟で命をかけて自分の持つ能力を城に注いだのであろう。彼の墓といわれるのが、今も山崎家の菩提所である南条町の寿覚院にある。碑標には城壁の余材を置き、刻文も見えない。誰が立てたのか、勿論、重三郎についても知る由がない。

	
今回は、日本のあけぼのというべき明治維新期に命をかけて、自分の正しいと信じたことを決行し短い生涯を終えた丸亀藩の勤王の志士、土肥七助の話をしよう。

私たちが、今生きている時代はかならず歴史が評価を下します。 又、生きて毎日行動している私たちも必ず歴史が評価を下します。従って私たちにとって大切なことは現在がまだ現在である内に、そして我々がまだその形と結果を動かしうるちからを持っている内に、それを今日の歴史として正しくつかみ、正しい方向に力強く進んでいかなければならないということです。




第三話　　勤皇の志士

土肥七助の生涯


（一）

「父上！父上！七助が脱藩いたしました。 」

「 なに脱藩とな」

丸亀藩、御記録方、土肥宗兵衛の江戸屋敷に飛脚が汗だくになり息せき切って到着したのは、文久三年（一八六三）盛夏七月三十日の早朝であった。

「脱藩」（藩籍をでてみずから浪人となること）

宗兵衛はふるえる手で丸亀にいる老妻の手をへて送られてきた七助の書置をよんだ。参勤交代で主君と共に長男EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たいさく),大作)を連れ江戸表に出府した矢先であった。 
奉書置候

此度御相談も不仕出立奉恐入候、亦た此頃には御参府之由、国家の安危有此時と奉恐察候。従是上京伺形勢尽臣道度と存候と存候。不孝の罪は御免可被下候。先は為書置。一書残候。





早々 
文久三年七月二十六日
父上

兄上様

母上

（書き置きを致します。この度は御相談もしないで家を出、本当にすみません。その上に父上は参勤交代で江戸に居られ留守ですのに。でも、現在は国家の一大事でございます。私は京都へ参り形勢をうかがって日本人としての道を尽しとう存じます。不孝の罪はお許し下さい。まずは一筆書置を致します。）

宗兵衛は読み終った。そして驚いた。しかも今日あることはかねて覚悟をしていた。

「いつかはこうなるのだ。せんないこと。七助にとってはこんな時代にことなかれの我が藩の動きには辛棒ができないのだ。だが七助、いかなることがあろうと、決してはやまってはくれるな。」

老いの眼に涙を浮かべ心で祈った。



（二）

脱藩を決行した七助は京へ出て、さっそく長州藩のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くさかげん),久坂元)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ずい),瑞)を訪ねた。久坂元瑞といえば当時尊王懐夷運動のもっともすぐれた指導者であった。七助はかねてから元瑞に私淑して、いくたびか文通をしていた。

「土肥氏。よくぞ上京された。同志が一人ふえ、我々 も力強う存ずる。だが土肥氏、くれぐれも注意なさるがかんじん。おぬしも知っての通り、京都守護職松平EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),容)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もり),保)の作った新選組。なかなか手ごわい相手じゃ。」

七助はきゃはんを京都長州屋敷に脱いだ。郷里丸亀ではとうてい想像もつかぬ抗争が日々 展開されていた。

「馬鹿な。なぜ日木中のものが、幕府を倒して新らしい世を作ろうとしないのか。いまだに公武合体や、嬢夷をとなえる輩もいる。また、佐幕論者もいる早くしないとこの日本は外国の喰いものになってしまう。俺はやるぞ。命をかけて新しい国づくりをやるぞ。」

それからの七助は浪人という自由な身で尊王倒幕の勢力を大きく結集させるべく、薩摩藩、肥前藩、土佐藩をはじめ、その他の志士の間をかけめぐった。

（三）

「早く無能な幕府を倒し、外国と対等に互していける天皇を中心とした、強力な新らしい国家をつくろう。でないと外国にやられてしまう。」

七助が脱藩した文久三年（一八六三）といえば、日本の運命が大きく転換した。最も意味深い年であった。それは尊王展夷（外国をやっつける）から尊王倒幕（幕府をたおす）へと大きく思想が移りかわったからである。「尊王」というのは、日本の統治者は徳川将軍ではなくて、天皇であるという主張である。この「尊王論」はぐらついてきた徳川 幕府をもう一度たてなおすために、庶民は武士に、武士は藩主に藩主は天皇にしたがわねばならないという考え方で、そもそも幕府を倒すためではく、それを強める目的だった。この考え方は儒教の上に立ったもので、これに対し国学のなかからも尊王論が起ってきた。当時国学は古い封建制度を批判する学問として幕府を倒して古代のような天皇中心の政治にもどそうという考え方に発展していた。こうした儒学や国学の「 尊王論」と「攘夷論」が結びついて唱えられだしたのは二つの理由があった。一つはアへン戦争で中国がヨーロッパ列強からひどいめにあったとき以来のことで、とくに。へリーによる開国、ハリスによる通商条約の締結によって物価が非常にあがり、経済生活が苦しくなったからであった。もう一つの理由は、すでに無力となりた幕府の政治を何らかの方法で新らしく改革しようとする人たちによって支持されたわけである。藩長土肥の諸藩では特に盛んであった。

だから、尊王屡夷論者を押えて（安政の大獄）通商条約を結んだ井伊大老は桜田門外で暗殺され、壌夷論者はまた、外国人をひんびんと斬殺したわけである。特に有名なものにはイギリス公使館東禅寺の焼打がある。こうした「尊王攘夷論者」が多くなることは幕府にとって非常に困まったことであった。井伊大老に代って幕府の政権を担当した安藤信正は、将軍家茂と孝明天皇の妹の和宮を結びつけるととによって幕府の安泰を計ろうとした。いわゆる公武合体がこれであった。しかし、もうこのころでは尊王攘夷運動は全国にひろがっており、武士だけでなく、商人や地主のなかからも、これに加わるものが少なくなかった。特に下級武士は壌夷運動を有力に支持していた。京都には各地から志士がつぎつぎにあつまり公家に近づき幕府をすてて朝廷を尊王攘夷運動の中心に仰ごうとした。

こうして遂に、朝廷は幕府に攘夷の布告を命じ、幕府は文久三年に攘夷実行の命令を出さざるを得ないようなはめにおとし入れた。長州藩では直ちに下関海峡を通過する外国船を砲撃し、薩摩藩では生麦事件を起した。しかしこれに対しては、すぐに外国のてってい的な報復があった。幕府、諸藩は勿論、国民一般にもこの報復は手痛い教訓であった。攘夷の実行がどんなに困難かが身にしみてわかったのである。こうして尊王壊夷の旗印はしだいにうすれ、尊王討幕→開国へと移行しはじめたのである。

「早く、無能な幕府を倒し新らしい国家をつくろう」。
土肥七助が脱藩して京へ上った文久三年の八月とはまさにこんな時点であった。そして倒幕を一日も早く決行するために薩長を連合させるべく身を粉にしてかけずり廻っていたのである。そして遂に八月廿八日、孝明天皇が大和へ行幸するのをきっかけに各地で倒幕の兵をあげることにてはずがととのった。




（四）

「土肥氏、一大事でござる。」

ここ七助が逗留している三条河原の長州藩邸では時ならぬ騒ぎが起った。

「大変でござる。朝廷内の公武合体論者が倒幕派を押えましたぞ。」

「何でも京都守護職、松平EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かた),容)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もり),保)がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょう),青)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(れんいん),蓮院)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のみや),宮)を動かして、ひそかにぬかりなく、朝廷内で公武合体派の勢力を結集してまきかえしに出たそうだ。」

「孝明天皇も、結局は幕府をたおす意志がないのだ。」

「いや、薩摩の藩主島津公が黒幕だ。」

七助は倒幕が失敗に終ったことを知った。完全に失敗した。

「はやく各地の同志に知らさなければ大変なことになる。もう天皇の大和行幸もないし、合図もない戸を挙げれば大変だ。」

時は文久三年（一八六三）八月十八日のハツ（午前二時）であった。翌日、長州藩の実力者、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まき),真木)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いずみ),和泉)、久坂元瑞は朝廷内の倒幕派であった三条EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さね),実)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とみ),美)をはじめとする七人の公家をひとまず長州へ落ちのびさせた。

「五条も生野も挙兵は失敗に終ったか。すまぬ。」
七助は憤怒の涙を流した。すでに倒幕を準備していた各地の同志はまばらに兵を挙げそして幕府の軍に鎮められていった。

「拙者が連絡したところでこうなったのだ……。」




（五）

しかし、一度燃え上った倒幕ののろしは消すすべもなかった。倒幕派の諸藩の人々 が再び活澄に京都で会合を持った。

「倒幕の力を結集して一日も早く…。」

七助は、久坂玄瑞、桂小五郎等と共に倒幕派結集の中心人物であった。翌年は元治と改元された。六月五日の夜、ひそかに池田屋で会合が持たれた。その夜も風にゆらぐろうそくの火の下に三○ 余人の顔が並んだ。

「ドンドンドン、バリバリッ！」

ただごとならぬ戸をけやぶる音。

「新選組、近藤勇、見参！」

尊王倒幕派志士の動きに目を光らせていた新選組はその夜京都守護職、所司代の兵と共に池田屋を襲った。激闘一時間余。池田屋の二階は鮮血にそまり長州藩士、吉田稔磨、肥後藩士、宮部EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ていぞう),鼎蔵)をはじめ志士がわは、あるいは斬り殺されあるいは捕えられた。その中には鮮血をそめてすでに息たえた土肥七助の姿もあった。あわれ二十一一才の花の生涯であった。


（完）

あとがき

土肥七助は一説によれば池田屋騒動の折りは桂小五郎と共に危機を脱したがその後行方知れずともいわれている。しかし私は池田屋で土肥七助を殺すことにした。七助にとっては幕末の動乱期にじっと手をこまねいて勝目の多い方につこうとする丸亀藩の動向にはどうしても辛棒できなかったのだ。

諸君もきっと将来、人間としての一番大切な考え方の上で対決を迫まれることがあると思う。そんな場合も正しい道をみつめて正しく歩みたいものだ。三年後には薩長連合が成立し、四年後には幕府は滅び大政奉還、王政復古が成しとげられた。
	
年産八十万本といわれ日本国内需要の八割以上を占め事実上全国団扇製造を牛耳っているといわれた丸亀団扇も、ここ数年来、扇風機やクーラーの電気製品におされて、衰亡の一途をたどり始めた。

そうして現在ではついに団扇製造を内職にする家も多いと聞く。この団扇製造は遠く天明の頃（今から約一八〇年前）やはり武士の内職として発達したものである。内職という点まことに奇しき因縁と言わねばならぬ。


第四話

丸亀団扇EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(はんじょうき),繁盛記) 





（一）
丸亀藩、勘定奉行瀬山四郎兵衛は供の侍を新京橋のほとりに残して、たった一人新堀たんぼに明々 と輝く太助燈籠にむかって静かに歩いていった。

「にぎやかになったもの… 。」

大阪で、今売り出されているという　こんぴら参詣の名所案内「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こん),金)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(び),毘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),羅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さんけい),参詣)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めいしょ),名所)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ずえ),図絵)」の一節がひとりでに口をついて出た。

…よあけのころから、おいおいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なにわ),浪華)（大阪）よりの入船、向い路の田の口下津井よりの着船がひっきりなく、ひぐれからは向い路へわたる船、上り船の出帆で、船宿のにぎわいは、昼夜のくべつがなく、浜べの蔵々 には産物の陸あげや積だしのかけごえ、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふなこ),船子)（せんどう）の呼声がやかましい。大きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かな),銅)とうろうは、あかあかと夜をてらしお城は正面の山に高く大きくそびえいてる。町の中は市店がのきをならべ、なかでもうちわをうる店が多く、客はかわるがわる買って土産としており、そのはんじょうは讃岐第一である… 

いつしか太助燈龍までやってきた。燈罷の放つ光に、ずっーと東へのびる新堀たんぽの石垣が白く光ってみえる。

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せっしゃ),拙者)は今、自分で作った「たんぽ」の上に立っているのだ。」

四郎兵衛は目がしらがあつくなるのを覚えた。一瞬、彼の脳裏には苦しかった今日までの出来事がほうふつと浮びあがってきた。

「あれはまぎれもない天明の頃のことだった…。」




（二）
天明の頃。当時瀬山四郎兵衛は江戸EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(づめ),詰)、銀札場御用EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かかり),掛)で三十俵二人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふち),扶持)の禄米を受けていた。その頃の丸亀藩の財政はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はたん),破綻)の危機に直面していた。藩の収入は年貢米約三万石、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょうのうきん),上納金)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うんしょう),運上)、塩専売、山林等の直益が約二万両であるのに対して、支出は用米三万石、出金一二万五千両で年々一万五千両の赤字であった、その上にそれまでの借入金の利息支払が更に二万両必要であった。こうした藩財政の窮乏は当然のことながら家来である藩士たちの上にもふりかかったわけである。

例えば、四郎兵衛は確かに三十俵二人EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふち),扶持)であったが、家族六人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くい),喰)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶち),扶持)を除くと米十五俵しか残らなかった。これをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらもと),蔵元)でかえしてもらって五両となる。月割にして二分（現在のお金で五千円）これで衣服からはじまって、薪炭、副食物、病気手当、家の修復などの費用がどうして賄いえよう。

四郎兵衛は、武士は「町人とに身分がちがう。」等というみえはすてて、自分はもちろんのこと、自分より下役の者にも内職をすることをすすめた。

「当節のお武家様は大変でございますな。」

かねて四郎兵衛と親交のあったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶぜん),豊前)中津藩士の紹介で「うちわ」作りをはじめてから、はや三ケ月の月日がたっていた。今日やっとその要領がのみ込めた所であった。

「もう立派すぎるぐらいのできばえで御座居ますよ。」

こう店の主人もほめてくれた。今日までの三ケ月間、四郎兵衛は竹挽き― 木取り―EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わり),割)―穴あけー編み―EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つけ),付)―貼立て―あご切り―型切り―へり取り―EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もとは),元貼)り ―筋入れの順 で「 うちわ」作りに専念した。四郎兵衛には思わくがあったのだ。

「このままでは、藩そのものはもちろんのこと、藩士の生活まで駄目になってしまう。近頃とみに盛んになってきた金毘羅参りにはこれといった土産物がない。春から夏にかけて特に繁盛するときに参詣人は汗だくで街道を歩いているではないか。こいつだ。うちわだ。しかも涼しそうな色でだ。」
四郎兵衛は「うちわ」作り以外に商売というものをできるだけ研究した。





（三）

天明七年、四郎兵衛の思わくが実現する機会がおとずれた。それは藩財政の立て直しについての重役会であった。特別に勘定奉行配下の者は臨席を許された
主君高朗公をはじめ、家老、岡左内、多賀越中、表御用人、佐々将鑑、銀札場総引受奉行、尾崎李左右衛門。など藩財政についてのおもだった人たちの顔が並んだ、四郎兵衛の顔も末席にみえる。しかしいくら談合してみてもうまい解決方法はのぞむべくもなかった。一同は黙したままであった。

「何かいい方法はないか。誰れでも遠慮のない意見を申してみよ」

高朗公の声が沈黙を破った。

その時、四郎兵衛は勇気を出して自分の意見を述べてみようと決心した。三十俵二人扶持の軽卒の身などはまったく忘れていた。

「おおそこの者、瀬山四郎兵衛であったな。申してみい。」

「はい、 では私のような軽卒の身でEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せん),潜)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えつ),越)とは存じますが銀札場御用掛として私が常日頃から考えおりますことを申し上げてみとうございます。」

こうことわって四郎兵衛はかねて考えている藩財政立直しに関する意見をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(けんきょ),謙虚)にしかも論理整然と述べた。

当節の藩財政の窮乏は根本的には高品経済の発展により農民からの貢粗を直接にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はあく),把握)することができなくなったこと、したがって財政収入経路を根本的に変革できぬ現状では、世の動きに則応して藩自身がもっと積極的にいろいろな事業をしなければいけないことを説いた。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びぜん),備前)岡山、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さつま),薩摩)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひぜん),肥前)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょうしゅう),長州)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とさ),土佐)藩等の具体的な例もあげた。そして丸亀藩では金毘羅参りの隆盛をうまく利用して港を改修し、街道をととのえて客を引き商取引を盛んにし、名物土産も藩専売で売り出せば十年聞で藩自体の借財を返済することができる事を自信を持って主張した。

「たわけ！武士がうちわを作るとな。そんなことまでしてお蔵のたしにしようとは思わぬわ。よくもぬけぬけとくだらぬことをぬかしおった。」

重役たちのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょうしゅう),潮笑)を頭上からあびた。しかし高朗公は四郎兵衛の意見は面白いと思った。四郎兵衛が勘定奉行直島の組頭にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばってき),抜擢)されたのは重役会が開かれてからのち、いくぼくもたたない天明七年四月廿七日のことであった。





（四）

四郎兵衛は誠心誠意、細まかく立案し、重役会のとき述べた意見を実行していった。高朗公が全面的に四郎兵衛に協力してくれた。

まず家士たちやEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こまえ),小前)の町人たちに「うちわ」の作り方を教えた。竹は伊予の竹、紙は土佐紙を用いた。そうして必ず藩の団扇EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいしょ),会所)をへて売買させることとした。藩自体が企業主となった。また、金昆羅参詣の客をよせるために大阪湾のところどころに金毘羅宿を作ることを大阪商人に呼びかけた。申請金を取り立てたのはいうまでもない。その他金毘羅船を仕立て、帆には大きく eq \o\ac(○,金)印を染め抜かせた。大阪には丸亀の物産会所を設けて特産の綿、塩、砂糖の讃岐三白をはじめとして、特に「うちわ」を陳列した。
「丸亀のうちわはきれいじゃ。」

「このうちわはギャマンににている。涼しそうな色。」

「丸に金の字のしぶうちわはお土産に格好な品じゃ」
丸に金の字のしぶうちわ、くろぞめうちわ、清らかな感じのするビロードうちわ、五色うちわ、大阪中の人気を一時はかっさらった感じがするほどであった。

天保七年には琴平に金丸座を設け「金毘羅大芝居」を興業させた。四代目市川鰕十郎をはじめ大阪の市川荒五郎は前後八回も来演した。雁次郎、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がん),翫)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゃく),雀)、彦三郎、歌六、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えびぞう),海老蔵)、団十郎も金丸座の舞台を踏んだ。遂に「金毘羅芝居」は金毘羅参りの老若男女はもちろん西国大名が参勤交代の際に必ず立寄る程の隆盛をみるにいたった。

すでに天保四年に完成をみた「新堀たんぽ」により船客の出入は日増しに増大していった。

丸亀藩の財政危機を切りぬけた功により四郎兵衛は今では押しも押されぬ名勘定奉行に推挙されていた。





（五）

「御奉行様」

供の声に四郎兵衛ははっと我にかえった。

「夜風がつめとう御座居ます。もうかれこれ一刻が過ぎておりますお帰りになられては。」

　「うム」

四郎兵衛はいまさき歩いてきた道をもどり始めた。

「ギィー、ギィーど」
金毘羅参詣の客をのせた船が、三EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そう),艘)、四EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そう),艘)、四郎兵衛すぐ足下を通りすぎていった。
三基の燈龍の光はあかあかとあたりを照している。

「金毘羅船々 、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おいて),追手)に帆かけて

シュラシュッシュッシュウ

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まわ),廻)れば四国は、讃州EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なか),那珂)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こおり),郡)
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぞう),象)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ずさん),頭山)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こん),金)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぴ),毘)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),羅)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だいごんげん),大権現)
ま一度廻りて金毘羅船々 …… 

がやがやとにぎやかな声を残して。

（第四話完）
あとがき
丸亀団扇は天明年間に丸亀藩主京極氏の江戸屋敷が九州中津藩邸の隣り合わせであったため、両藩の家臣が親密になり、中津藩士が内職に「うちわ」を製造し家計の補いとしているのを見習い、また当時丸亀藩も財政的苦境にあったため、これを奨励したのが金毘羅土産の団扇とともに衣第に有名になったと語り伝えられている。こんなことをモチーフにして「丸亀団扇繁盛記」をかいてみた。瀬山四郎兵衛が実際に広めたかどうかははっきりした史料がない。私は当時「新堀たんぼ」をつくった瀬山四郎兵衛をこの物語の主人公に仕立てた。どうも「新堀たんぽ工事雑記」なる書物を読んでいるうちに、私には団扇業の発達と四郎兵衛は関係ありそうだ。何だかそんな気がしたからである。
	丸亀EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(じょうたん),城譚)　

教諭　石井雍大
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かたきうち),敵討)―広くはあらゆる報復手段を意味するが、おもに君、近親、明友などの仇を討果すことをいう。―（広辞苑）

丸亀藩には伝説ではあるが、講談で有名な「田宮坊太郎」の敵討や、実録でも「尼崎りや」の敵討がある。今回はほとんど知られていない敵討の話をしよう。


[image: image2.jpg]



第五話
敵討、この非情なるもの
―武智万次郎伝―


（一）

丸亀・福島港からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こん),金)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぴ),昆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),羅)街道を歩むこと一里、昔このあたりには幾軒かの茶店があった。金昆羅宮参詣の人々 が、港から上陸してはじめて憩う場であった。名づけられてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いちりや),一里屋)。現在の郡家、一里屋がそれである。

この一里屋に街道からほんの少しばかり入り込んで、一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),基)の奇妙な墓がある。わたしは今、奇妙だといった。何が奇妙なのか。近づいてというもの見てみよう。その墓には「武智万次郎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(という),云)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もの),者)之墓・天保三壬辰九月二十八日没」と刻まれている。（今からおよそ一三○年前）

普通の墓であれば、当然「武智万次郎之墓」と記されるべきであろう。何故に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(という),云)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もの),者)」の二文字がはいり込んでいるのであろうか。これが今からはじめる話のそもそもの発端である。




（二）

土佐の長岡郡十市村の郷土、武智仙右衛門がさる用事があって、五里先の高知の城下まで出むいたのは、文化九年の十二月二十日の早朝であった。

その日、夜おそく、町役人と名乗る四、五名の者が武智家の門をあわただしくたたいた。長男の万次郎がただならぬ様子と察し、急ぎ門をあけてみると、戸板にのせられ血に染まった無惨な父の姿があった。致命の傷は胸の一カ所だけであったが、いたる所に打ち傷があり着ている物のほころびや裂け方からいって、相当はげしくたたかれたのち胸の急所を刺されたものとだれの眼にもわかった。母、姉、家の奉公人が仙右衛門にとりすがって号泣した。一人の年老いた居酒屋の亭主と名乗る者が

「わたしは港の『 とら十』 というけちな居酒屋でございますが、実はわたし共の店でタ方から飲みはじめた二人連れの船頭がございました。たらふく飲んだあとで『 EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おやじ),親父)金はあとで。 』 と申すものでございますからわたしが『 ぜひにいただきたい』 と理ますと、酔ったいきおいでわたしをさんざんにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なぐ),撲)るのでございます。わたしどもの店では港から港への船頭連中を相手にしておりますゆえ、兄、あとで払うからといってそれをそのまま真に受けていたのでは、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あきない),商)がいたしかねます。今までだって踏み倒されたことが一度や二度のことではございません。で、二人の船頭衆が店の中であばれていたのを、お通りかかりになられましたあなた様のおやご様がみるにみかねてたしなめに入られたのでございますが、お気の毒さまに逆にからまれなされてご覧の通りの始末…。」と涙ながらに語った。万沈郎が

「して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かたき),敵)はいずこの者で姓名は。」

とせき込んでたずねたが、その居酒屋の一早主も町役人も

「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あや),殺)めたその 足で、いずこへか姿をくらませて残念ながら…… 。」と答えるのみであった。
ただ、間違いなく父、仙右衛門を殺害した相手の持物と見受けられる凶器のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あいくち),ヒ首)一EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふり),口)が取り残されていた。これが唯一の手がかりである。柄に薄く讃州丸亀とあった。



（三）

武智仙右衛門が殺害されてから百日たった。どこの藩でも殺人事件がなどがあって犯人逮捕にいたらず百日たつと、ながのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんぎ),詮議)というのに切りかえる。捜査中止ではないが実際には放って置くことになる。万次郎も、父の事件があってから単独で敵を探索した。しかし敵について残されたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あいくち),ヒ首)の外、はっきりした手がかりは何一つ得ることはできなかった。ただ、西回り航路の船頭らしいこと、そして土佐の藩米を大坂の蔵屋敷へ回送するために土佐港にきていたらしいことをやっとつかむことができた。

武智家はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごうし),郷士)であったため、 普通の武土のように主を殺害されたからといいて家名が断絶するというようなことはなかった。しかし、この時代の常として被害者の子たる以上、必ずEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かたきうち),敵討)をしなければいけなかった。

「いっその事、百姓であればよかった。万次郎、お父さんを殺した人は憎いが、おかみで調べて分らないものならしかたがあるまいに。お前がいなければこの家は…… 。」

と万次郎が敵討のため十市村を離れる日、こういって年老いた母は玄関先で泣きくずれた。

万次郎の家は十市村では職人を大勢やとって手広く酒作りのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あきない),商)を行っていた。その土地のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そほうか),素封家)であった。万次郎も幼いときから武智家の跡取りということで、熱心に店を手伝った。かたわら藩校へも通って学問、武芸に励んでいた。剣の道では、土佐、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じげん),自源)流のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めんきょ),免許)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいでん),皆伝)の腕前であった。

家には母と妹のかのだけが残った。かのには養子をして、の心配のないようにしておいた。

　普通、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かたきうち),敵討)をする場合には藩主にその発生の理由、その正当性を主張する口上書をつくって願い出る。藩主はその口上書を受理すれば、たいていの場合、敵は他領に逃げている場合が多いので他領とのいさかいをなくするため幕府に届け出る。幕府では「敵討帳簿」に登録しておくという段取りになっていた。この手続きをしなくても敵討をすることは勿論できる。敵がいる所をつきとめ敵討をする事前、あるいは事後にその地の庄屋から代官所に申し出ればよい。勿論、敵の正当性の真偽をたしかめるためにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうがい),当該)の藩には照会がある。万次郎は郷土という身分を考えてあとの場合をとることにした。

万欧郎は人知れず十市村を離れた。




（四）

土佐、室戸、小松島、志度、高松…… いたる所の港町の聞き込みからはじめた。当時の盛り場、縁日、開帳など人出のあるところ必ず出かけていった。回船は一つの港では少くとも一週間、長い時だと一 ケ月は寄港していた。万次郎は大坂への回船を追いかけたわけである。駄目であった。ひとまず残された唯一の証拠のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あいくち),ヒ首)の線からたどることにした。高松をへて丸亀の城下に上陸したのは文化十年の六月のことであった。万次郎は証拠のヒ首を毎日ふところに入れて城下はもちろん金蔵寺、善通寺、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こん),金)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぴ),昆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),羅)の町へも手がかりを求めてたずね歩いた。

むなしかった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とろう),徒労)という外はなかった。

用意していた路銀が底をついた。万次郎は食い稼をやりながら探索することにした。
讃州で手がかりを得ることがなかなかできなかったので、今度は大阪へ出むくことにした。大坂は諸藩の蔵屋敷がある。回船も必ず来る。万次郎は大坂船場のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なみぐみ),波組)に荷役人夫としてはいり込んだ。

「相手の名前さえ分かっていれば… … 。」

長い間の放浪に、ともすればくじけそうになる心にむち打ってがんばった。

数年間がまたたく間に過ぎ去った。




（五）

文政六年の頃、郡家、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおばい),大林)に平尾某という酒の醸造元があった。三十人ものEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうじ),杜氏)を雇って丸亀、高松はもとより遠くは阿波、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びぜん),備前)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みまさか),美作)方面へも、手広く商をしていた。社氏とは酒づくりの熟練工のことである。いつのころからか、万助と名乗る一人の若者がこの平尾家に杜氏として住み込んだ。この若者はこまめに実によく働いた。主人の惣左衛門はもとより、他の杜氏達からも大変評判がよかった。今朝も惣左衛門が八ツ半（午前三時）に起きて仕込桶に酒のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もと),酛)をしこむ段取りをしようと蔵の中に入りてみると、十二月はじめの寒い日だというのに、もうちゃんと向う鉢巻にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅばん),襦袢)一枚、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふんどし),褌)一つで手の切れるような冷水を使って米をといでいる万助をみかけた。しかし、惣左衛門は数日前万助について一人の社氏頭からこんな話を耳にしていた。

「旧那様、万助はただのやつじゃございませんよ。今までだって夜中に時々 いなくなることがあったんでございますが、昨夜万助が起きるのを見たものですから、そっとあとからついていってみますと、びっくりするじゃありませんか。裏の荒神さんの広場で『 とうーつ！』と木刀を使ってるじゃありませんか。驚いたの何のって、そりゃあ、すごい早業でしたわい。その辺に数十人の敵影を見たかのように前を斬り、右を斬り、左を斬り、とんで背後を撫ぎ、身を沈めて前を払うわたしゃ目がくらくらしちまって……。」

惣左衛門は、黙って万助の後姿をみていた。

「何かいわくがありそうだが聞きとがめをすることもあるまい。」

惣左衛門は心でこう思うのであった。




（六）

また、数年の月日が流れた。

天保三年、万助は、ちょっとした風邪がもとで、長の床についてしまった。主人惣左衛門をはじめ仲間の杜氏達のけんめいの看病もむなしく明日をも知れぬ身となってしまった。最後に万助は何か言おうとした。

「万助！　聞こうぞ。さあ話せ。」

万助はうなずいた。苦しい息の下から、ゆっくりと今までの一部始終を語った。ただ最後まで名前は「万助」で押し通した。

「…… 敵討って馬鹿な話です。何をかくしましよう。わたしは敵を見つけたのです。でも一人は死んでいました。一入はおかみさんと子供が三入もいるのです。毎年おやじをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あや),殺)めた命日には、ちゃんと仏壇に花を供えて、えこうしているじゃありませんか。それも何処で聞いたのかおやじの好きなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ききょう),桔梗)の花を。わたしには、その人を斬るなんてことは、どうしてもできませんでした。わたしが知らないことにしておけば…… 。」

ここまでいって遂に息を引きとってしまった。惣左衛門をはじめ、集まった仲間の連中はみんな泣いた。

天保三年九月二十八日であった。

惣左衛門は、この「万助」が「万次郎」と名乗っていたことを丸亀の城下で聞いた。墓もみんなで建てた。ほんとうに「万次郎」というかどうか、万助の意を汲んでもうこれ以上のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんさく),詮索)はしなかった。

墓には「武智万吹郎EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(という),云)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もの),者)之墓」と銘を入れた。

毎年きまって命日の日に桔梗の花がだれかの手によって供えられていたということである。

（第五話完）

あとがき

この話は、郡家郵便局長、山上清氏から聞かせていただいた。聞かせていただいたものを骨子にして、わたしが勝手にまとめあげた。大部分が「虚」である。

土佐が手がかりなので南国市の香長中学校長の横田博章氏に手紙を出して色々 とたずねてもらった。御返事によるとこちらでの話とは相当ちがう。こちらでの話の方がおもしろい。またご返事をいただいたときにはもう話は書いてしまっていた。土佐での話との相違点はまたの機会にゆずりたいと思う。

この話は郷土史家、近藤末義氏、郡家郵便局長山上清氏、南国市香長中学校長、横田博章氏、同池上茂秋先生のお力添えによってできた。

各氏に心からお礼を申し上げるしだいである。

	丸　亀　城　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps28 \o\ad(\s\up 27(たん),譚)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教諭　　　石　井　雍　大
「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たね),種)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぼうそう),疱瘡)」昔はこう呼んだ。今日の「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅとう),種痘)」のことである。「種痘」というのは、牛痘を人体に接種して天然痘にたいする免疫力を得ることをいう。きみたちの腕にその跡があるだろう。「天然痘」（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうそう),痘瘡)ともいう）こういってみたところでわたしたちにはそれがどれほど恐ろしく、どれほど苦しいものかは全然実感としては分らない。それほどこの病気はこの世から姿を消してしまった。

江戸時代末期、わが丸亀藩でも鎖国の窓を通してオラソダから伝えられた「種疱瘡」をいち早く取り入れて伝播させた一人のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(らんぽう),蘭方)医がいた。その人こそわたしが今からみなさんに話そうとする河田雄禎その人なのである。 


　　第六話　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たね),種)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぼうそう),疱瘡)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でんぱん),伝播)の記
―蘭方医・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かわた),河田)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆう),雄)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てい),禎)伝―





（一）
「ギイッー、ギイッー。」帆綱がきしんで風にふくらんだ白い大きな帆がすこしずつ右に左に向きをかえる。船はすべるように走っている。すべて風まかせ。かじとりの船頭をのぞいて胴の間の幾人かの船客たちはあぐらをかいてたばこを吸ったり、車座になって供笑したり、酒をのんだり、将棋をさしたりしている。春から夏にかけたよい時候の瀬戸内海は眠っているかのように静かである。船はみどり一色に包まれた淡路島もすぎて松林がぼんやりとみえる舞子浜に近づいてくる。

丸亀の福田港を昨夜でたこの船は大阪にむかう荷物船である。この船のへさきに立って一ときも前からじっと海をみつめている一人の青年があった。手に一冊の本を持って。赤い表紙に金文字で「ガランマチカ」（文法）と蘭語でかかれている。近寄ってその本をみればだれでも容易にその赤表紙のかたわらに黒々 とした墨で「讃州丸亀、河田雄禎蔵」と書かれているのを見出すことができるであろう。




（二）

河田雄禎は文政五年（一八二二）東讃の新名村（現在の国分寺町）に医師岡内啓祐の四男として生まれた。幼名を宇吉、のち宅治、通称を雄禎と名乗った。十二才の時、丸亀藩の奥医師、河田宅済の養子となって医学の勉強をはじめた。十八才の折、養父の宅消が隠居したのでその跡目を継いで父同様、奥医師として京極家に仕えた。

当時、医学といえば中国流の医学いわゆるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんぽう),漢方)が万能の世であった。わずかに進歩的な医者がオランダ流の医術を学んでいたに過ぎなかった。雄禎は非常に勉強熱心であったためなんとかして蘭学を勉強したいと考えていた。実際、杉田玄白の「解体新書」には感動したし、又、シーボルトのうわさも耳にする。何よりも雄禎の蘭学への向学心をかきたたせたのは実兄の影響であった。兄、内田玄成は雄禎よりも九才年長で京都の蘭方医、小石玄瑞の門に学んでいたからであった。

「蘭学を勉強しないと駄目だ。」

兄とこの間、傷寒論のことで論争したが、自分の勉強がいかにつまらないものであるかを知っただけであった。傷寒論というのは漢方医が当時金科玉条としていた本であったはずであるのに。もう雄禎はいてもたってもいられなっていた。

「蘭学。蘭学だ。大阪へ行こう。大阪には蘭学の大家、緒方洪庵先生がいる。」

彼はさっそく主君EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たかあきら),高朗)公に大阪遊学の許可を願いでた。折返し幸運にも願い出が許された。




（三）

大阪へでた雄禎はさっそく瓦町にあった緒方供庵の蘭学塾・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てき),適)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅく),塾)の門をたたいた。天保十三年（一八四二）雄禎二○ 才の春である。師の洪庵はその時三十二才であった。

師の緒方洪庵は（一八一〇 ―一八六三）備中国（岡山県）足守藩の武士の家に生まれた。十七才のとき大仮に出て蘭方医（オランダ流の医者）中天遊に医術をまなんだが原書でじゆうぶんに研究したいと思い二十才のとき江戸に出た。そうして当時蘭学の大家といわれた坪井信道のおしえをうけて蘭学をまなび更に長崎へ行って直接オランダ人について医術の研究をした。天保九年（一八三八）二十九才のときふたたび大阪へもどって医者を開業し、蘭学の塾を開いた。その塾を適塾と名づけていた。緒方洪庵の塾へは日本全国から多くのすぐれた若者が集まってきた。雄禎も大勢の仲間といっしょに夢にまでみた蘭学をいよいよ勉強できることとなった。まさに適塾が開かれて四年目のことであった。雄禎は大阪の丸亀藩の蔵屋敷の長屋から塾へかようことにした。

「先生はお忙しいから毎日はとうてい教えてもらえない。おれたちで共同して勉強しようじやないか。」

「そうだな。何か名案があるのか。」

こんな話が塾生の中でかわされるようになっていた。

「俺達先輩が新しい入門者にはガランマチカ（文法）を教え、同時にやさしい文章の読み方とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かい),解)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やく),訳)を教えよう。」

「うん、そうだな。かなり文章が読めるようになった者にはセインタキス（文章法）を習ってもらおう。」

「ガランマチカにセインタキスが卒業できた者は何か本を選んで会読をしていってはどうかな。」

かれらは色々 と意見をだしあって自分たちで自学自習のきまりを作っていった。適塾での会読の方法は実にすばらしい集団の独習法であった。会読というのは生徒がひとりずつかわりばんこに原書の読み方と解訳をしてその成績をあらそう。つまり実力の競争である。だれも教えてはくれない。わからないところがあっても一字半句も他人に質問することをゆるされない。また、だれも他人の力をかりようなどという卑怯なまねはしない。あくまで自分の力でわかるまで研究する。

一冊しかないヅーフ（辞書）をひいて。だからヅーフ部屋はいつも満員で一晩中行燈の火がついていた。
さて自分にわりあてられた文章がじゆうぶんに解訳のできるように予習して集まる。そしてつぎつぎに解訳をする。もしできなければ次の者にまわす。その人もできなければまた次の者がかわる。上級生の中の最も優秀なものが会頭となってうまく解訳のできたものには白丸をつける。できなかった者にはもちろん黒丸がつく。会読は一カ月に六回開いた。

雄禎はいっしようけんめいに勉強した。三年ののちには会頭をつとめるまでに上達した。このころのかれは蘭語の本であろうとなかろうと手あたりしだいに読んだ。とくに医学書を。「人身窮理学小解」「遠西医方名物考」「視力乏弱病論」「病学通論」全三巻「扶氏経験遺訓」全二十五巻。当時の最高の医学を三年間で修業しつくしたかのようであった。





（四）

「……EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちちぎみ),父君)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きとく),危篤)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ござそう),御座候)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(らえば),得者)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すみやかに),速)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごきこく),御帰国被)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くだされたく),下度)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ねがいあげそうろう),願上候)。」

（おとうさんが危篤ですのでできるだけ早く国へ帰っていただきたい）

養父、宅済が危篤のため雄禎はやむなく弘化二年（一八四五）に讃州、丸亀へ帰国した。洪庵塾での勉強は三年間であった。

「雄禎、お前はもっともっと勉強したいだろうがもう父は長くはない。御典医として丸亀に残って藩のためにつくして欲しい。この藩にだってきっとすばらしい仕事があるはずだ。見つけてみろ。わたしはできなかったがお前はやらねばならない。」

養父はまもなく他界した。雄禎はもっと蘭学をやりたかった。西洋の新知識を原書から吸収し真理を知ることがうれしくてならないのだ。塾生の多くの仲間もそうだ。

「俺はこの丸亀に残るぞ。父が言った。この藩にだって仕事がある。医療の制度を変革するのだ。おれの勉強を実際に試すのだ。」

雄禎は現実の社会に取り組むことにこれからの生涯をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),賭)けようと決心した。それからのかれは前にもまして熱心に原書をよんでいった。一方、御典医などというEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わく),枠)をはずしてどんどん町や田舎の人たちの診療にも乗り出した。まもなく庶民のための診療所が立てられた。





（五）

「先生、とても頭が痛くて。寒いんです。腰の方も痛くて。」

診療所に運び込まれた患者を一目みた雄禎は、この二、三日続々同じ症状の患者がでてきていることに気がついていた。

「これは間違いなく痘疹にちがいない。」

雄禎の診断通り嘉永二年（一八四九）の冬、山陽道、南海道一帯に天然痘がまん延した。

天然痘というのは世間では痘瘡、疱瘡といわれている病気であるが、まことに恐ろしい伝染病ではしかと同じく伝播力がつよく百人が百人まで感染し、死ぬ率が高く、たとえなおっても顔中あばたが残り、そのほかめくらになったり、つんぼになったりする。うつっってから九日から十三日ぐらいは病毒が体の中にひそんでいるがそれから患者は急に高い熱をだして悪寒でぶるぶるふるえる。頭痛があり、 ことに腰のあたりにひどい痛みを覚える。時には初期の発疹があらわれることがある。だから、よくはしかやしようこう熱とまちがえていた。熱は三日目にはさがり痘瘡があらわれる。はじめはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひふ),皮膚)に粟粒ぐらいのぶつぶつがあらわれ、だんだんに大きさを増して大豆の半分ぐらいの大きさまでになり、なおってもへこんであばたになっていた。ことにその治療のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すべ),術)はなかった。自然に病魔がおとろえるのを待つだけであった。

当時の予防法としてはただ「人痘接種法」があるだけである。それは一度痘痘瘡にかかった人の病的物質を予防すべき人の体内にうつし入れて軽い痘瘡にかける方法である。しかし、この方法は、ときには全く痘瘡にかかった患者とおなじように熱が出て苦しみ、あばたが残ることになるかも知れなかった。だから一般にはあまり普及しなかった。

雄禎は、しかしこのころ、蘭語でかかれた「牛痘種痘法」をよんでいた。そしてたまたま長崎のオランダ医師モ―ニツケのところに牛痘苗（たね）がもたらされ、江戸の戸塚静海や京都の日野鼎哉、大阪の緒方洪庵がいち早く牛痘苗を持ちかえったことを知った。持ちかえるといっても当時の牛痘苗はよく種がついているこどもから採取するわけで、その子から吹の子へと植えつぐ方法であった。

このことを知った雄禎はさっそく大阪の恩師緒方洪庵のもとに自分のこども二人をつれて牛痘苗をもらいにいった。時に嘉永三年の二月であった。「牛痘苗」即ち「種痘瘡」である。

「牛の病気をうつすなんてめっそうもない。」

「顔や耳が牛に似てくるそうだ。」

「角がはえるそうだ。」こんなうわさが乱れ飛んだ。だが雄禎は気長に領内の人達に実施していった。ついに種痘館の設立にも成功した。





（六）

嘉永三年（一八五○）十月、同じ蘭学に志す朋友、高野長英自殺の報に接した。「二年前に会った時は…… 。」

長英は雄禎よりは十八才年上で長崎に来ていたシーボルトの高弟であった。雄禎と同じように蘭学を勉強し、最高の医術を身につけたが彼は医学を乗りこえて、日本民族全体のことを考え始めた。つまり政治のあり方に考えが発展したわけである。ヨーロツパの科学の研究法を身につけた者にとっては当時の日木の鎖国政策には賛成できない面が多かった。長英は幕府の御政道を痛烈に批判した。だが、ついにとらえられ自殺にまで追い込まれてしまった。

「高野さんは、高野さんの生き方をした。高野さんの考えは正しい。この社会のさまざまな問題は幕府の御政道にかかわっている。この世のしくみをかえる以外にない。だが、おれにはどうしても目の前にある医者としての問題をほおっておくわけにはいかない。病気で苦しんでいる貧乏人を見捨てるわけにはいかない。かれらも人間だ。おれは貧困や無知のために苦しんでいる者たちにこそ役に立ちたいのだ。」

雄禎は涙でうるむ目がしらをそっと押えた。

（第六話完）
あとがき

私は雄禎を養父の病気のため弘化二年丸亀に帰国させて以来、ずっと丸亀にいたことにしたが実際は養父はすでに雄禎が緒方洪庵の塾で勉強していた天保十二年に亡くなっている。またかれは大阪の緒方塾で内科医学を勉強したのち更に江戸へでて戸塚静海のもとで外科医術も勉強。丸亀における診療所のこと及び種痘館のことはきちんとした史実がない。この物語を書くにあたっては佐々 木礼三先生の「讃岐医人伝」（医師会誌第十五巻第四号）に負う所が多い。写真の転載も許していただけた。又痘瘡のことについては国立香川療養所の宮本弥福先生に色々 と教えていただいた。史料に関しては郷土史家の福家惣衛先生に所在を聞かせてもらった。各先生方に心から感謝する次第である。

	丸亀城EQ \* jc2 \* "Font:CRPＣ＆Ｇ流麗行書体" \* hps48 \o\ad(\s\up 47(たん),譚)
　今を去る一〇九年前、一八六〇年(万延元年)の春、一隻の軍艦が霧深いサンフランシスコの港に静にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いかり),錨)をおろした。日本の軍艦、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かん),咸)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りんまる),臨丸)である。乗組員、軍艦奉行木村EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せっつ),摂津)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),守)以下九十六名。ここでわたくしがぜひ注目しなければならないことがある。それは、九十六名の内で水夫が五十名。この中で三十五名までがEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほんじま),本島)を中心とする塩飽諸島の出身者であったことである。だから咸臨丸は塩飽諸島のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せんどう),船頭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しゅう),衆)によって太平洋を乗り切ったと言っても決して過言ではない。二百五十トン余りの小さな船、そして未熟な当時の航海術を持ってしてはこのことはあまりにも至難の業であったろう。まさに快挙である。塩飽諸島船頭衆の快挙である。


第七話　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(しわく),塩飽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(せんどう),船頭)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(しゅう),衆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps20 \o\ad(\s\up 19(かいきょろく),快挙録)
―成臨丸と塩飽の船頭衆―



（一）

二十一日。方向東北、風東より北にまわり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さかなみ),逆波)山のごとく船中へ打ち入り、傾く事しばしばなり。

二十二日。方向東北、風北北東。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あかつき),暁)よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かぜなみ),風波)つよく船上へ打ち上ぐる事絶えず。ついにマストの帆を吹き破らる。
―中略―

二十七日。方向北東、風南、暁より風たけり、波高く、船上一円水となる。午後風西北西に変じ夜に入りますますはげし、帆をたたみこれを避けんとすれども水夫みな疲労して働きえず。船はなかば海に沈まんとす。―
―船はなかば海に沈まんとす。―

「ドドドッー」「グオウー」

西北の風はいよいよ猛烈になり、天をかむばかりにふきあげる白い怒涛の彼がしらは、ごうどうと威臨丸をめがけておそいかかる。わずか二五○ トンばかりの威臨丸は、木の葉のようにもてあそばれ、どうっと大波にはねあげられたかと思うと、たちまち波の谷底へググウーとすいこまれていく。

「足をとられるな！」

「帆綱をぶったぎれ！」

もう帆をおろすひまはない。ぐずぐずしていれば船はひっくりかえってしまう。乗組員の全員が自分の持ち場、持ち場を必死になって守りつづけた。大自然の暴力のまえには、小さな人間の力などはなんの役にもたたない。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げきろう),激浪)のなすがままに流されているというのが真実の姿であった。




（二）

徳川幕府は二百五十年間もの長い間の鎖国政策を破って、一八五八年（安政五年）にアメリカとの間に日米通商条約を結んだ。開国である。これはわが国と外国との間に、締結された通商条約のはじめである。

この条約の十四条に

「右条約のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おもむき),趣)は、来るEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みのとし),未年)六月五日（一八五九年七月四日) よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とりおこな),執行)うべし。この日限あるいはその以前にてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つごう),都合)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しだい),次第)に日本政府より使節を似てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あめ),亜米)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),利)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),加華)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わしん),盛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とん),頓)府において本書を取替すべし。」

と決められてあるので、わが国から条約書のとりかわしのためにワシントンに使節をおくることになり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しんみ),新見)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶぜんの),豊前)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かみ),守)、村垣EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あわじ),淡路)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),守)、小栗EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶんご),豊後)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),守)の三人をその使節に任命し、一行はアメリカ軍艦ポーハ夕ンにのって一八六〇 年（万延元年）正月に出発することになった。

幕府はその時使節の出発と同時に幕府の軍艦成臨丸をアメリカにおくることにきめた。それは使節の警護と航海術を実地にならわせること、そしてもう一つはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶい),武威)を外国に示す目的からであった。しかし、幕府がはじめてオランダから汽船をかい入れその操縦法を長崎でオランダ人から習ってからまだわずか五年しかたっていなかった。その上威臨丸は軍艦とはいいながら、三年前にオランダから買い入れた、長さ五十メートル、巾七メートルそこそこのおもちゃのような船で百馬力の蒸気補助磯関をそなえているにすぎなかった。その機関も港の出入りのときだけ使うだけで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおうなばら),大海原)にのりだしてからは風のまにまに走らせる帆船にすぎなかった。成臨丸の司令官は当時の軍艦奉行木村EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せっつ),摂津)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),守)、艦長は勝海舟（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りん),麟)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たろう),太郎)）であった。その下に医師、運用方、測量万、通訳、士官、水夫、火夫などあわせて九十六名が乗り込んだ。かくして成臨丸は、万延元年の一月十九日に、ポーハタン号よりも三日前に浦賀からサンフランシスコをめざして出帆したのであった。



（三）

咸臨丸派遣決定に先立つこと五年前、安政二年のこと、幕府はオランダから軍艦の寄付をうけ、乗組の士官、水夫を教官として長崎に海軍伝習所を開いた。

長崎伝習所には、勝海舟ら幕臣四十余名が伝習生となった。その中にひたいに汗しながら、一生懸命に勉強にはげむ塩飽の船頭衆の姿も見られた。
「へイ！ミス夕―セイタロゥ、　ホト　マストノナマエイッテミナサイ。」

（政大郎）　（帆）（マスト）
「はい。ヤ―へル、コロイフル、スタクセール、フオック、ホールマルス……。」
「ヨロシイ。キョウハ、ロフノハカリカ夕オシエマス。ヨクミテテクダサイ。」

（測程儀）

「ロフ」というのは測程儀のことで、これは一辺が約五吋、下縁に鉛を付した扇形板に三条の綱をつけたもので、これを水中に投人して倒れぬ程度に綱をのばすと、その延びる割り合いは船の速度に比例する。そこで綱が延び始めると同時に砂時計を立て、砂が落ち終るまでの間にのびた綱の長さを測り、船の速度を測るのである。

毎日毎日、夜を日についでの猛訓練がつづいた。船の速度の没かに、航程の測量法、羅針盤、望遠鏡、測角儀の扱い方、海図や計器の読み方と、新らしい外国の航海術を会得するためにみんな必要であった。

「おれたちは、おEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さむらい),侍)さんと一緒に勉強しているんだ。何が何でもやり遂げなきゃあ。」

水夫という身分にもかかわらず幕府の役人にまじって懸命に勉強している十五人の塩飽島の船頭衆。常の世ではとうてい考えられぬことであった。

幕府が長崎に海軍の伝習所を開いたのはペルーの艦隊を目のあたりにみることによって欧米がすぐれた軍事力をもっていることを身にしみてさとったからだ。大砲、軍艦、いずれをとってもお話しにならない。だから西洋文明、特に軍事技術に目をひらき、それをとりいれようという政策が、当時の幕府には積極的にあったからだ。海軍伝習にあてる水夫は、航海術に特にすぐれている者でなければならない。ここに、古来から抜群の航海技術をもって知られていた、塩飽の船頭衆が、大きくクローズアップされたのであった。




（四）

古来から航侮技術が優れていると評価されている塩飽とは、昔から水軍の島として有名であった。瀬戸内海の東寄りをしめる備讃諸島のなかの小さな一群の島々 の呼び名でもあって、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほんじま),本島)、広島を中心にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よ),与)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しま),島)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひつ),櫃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いしじま),石島)、牛島、手島、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さ),佐)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なぎじま),柳島)、高見島など、大小二十八の島々に分かれている。かれら島民は漁民として生活するに止まらず、造船、航海術に長じた民として古くから海上輸送に活躍していた。源平合戦にも参加し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わこう),倭寇)にも進出したと伝えられる。秀吉や家康の時代には、かれらの船方としての地位は大いに認められ、大名領にはくりこまれず人名制による自治が許されていたほどであった。そのような特権に守られながら、幕府の御用船方としての優秀性が維持されていったのである。

[image: image3.jpg]



こうした長い伝統が、長崎伝習所に武士と混って訓練をする結果を生み、また威臨丸の渡航に際しても三十五名の水夫な採用せしめるに至ったのであろう。

「帆綱をぶった切れ！」
怒濤はごうごうとおどる。ゆだんをすれば海にのまれる。三十七日の航海中に、晴天らしい日はわずか五日であった。塩飽の船頭衆は一心ふらんに暴風恕怒濤とたたかった。ならいおぼえた操縦術を生かしてたたかい続けた。西洋の航海術をまなんでわずか五年、しかもすさまじい悪天候にわざわいされながらついに船は二月の二十六日、霧深いサソフランジスコにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いかり),錨)おろすことができた。




（五）

背に日の丸を染めためくらEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じま),縞)のつつ袖、下はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ももひき),股引)、足にわらじ、しかもチョンマゲをゆった奇妙な姿の水夫の一群が、サンフラソシスコをねり歩いていた。アメリカ人の歓迎ぶりは、たいへんなものであった。

お祭りさわぎどころの話ではない。みな熱狂して日本の使節たちを迎えた。

はじめて異国の土地を踏んだ塩飽の船頭衆にとっては、毎日毎日がおったまげることばかりであった。

「仙三郎よ。この敷物の上はほんとうにわらじのままでよいのか。 」

ホテルのすばらしいEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じゅうたん),絨毯)の上を平気で靴のまま歩いている人達の気持ちが、どうしても分らなかった。
文右衛門が、腰を抜かさんばかりにおどろいた事は、酒びんの口を開けたとたん「ぼーん。」と大きな者をたてて栓がとんだことだ。あとで聞けばシャンペンという高級な酒であったとのことだ。
勘次郎は、酒のコップを持った時、ギャマン（ガラス）のかけらみたいなものが浮いているのを見つけた。なんだろうと指や舌の先でさわってみると、つめたい氷だ。勘次郎にしてみれば、こんなにあたたかいのにどうして氷があるのかさっぱり分らないのだ。ホテルに煙草盆がないのが大弱り。キセルで吸うのだが、吸ってしまえばふところから紙をだして吸殻をそれにつつんでもみけす。ところが火が残っていて清助ごときは腹にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やけど),火痛)をしてしまった。
食事はへんてこなものばかり、アイスクリームとまちがえて、バ夕ーを口いっぱいほうばって、油くさいので驚いてはきだしてしまった伊八。豚の子の丸焼きをナイフできっているのをみて卒倒してしまった者いる。

ダンス。コリャ大変だ。男と女がだきあって人の前で踊る。大変な国だ。まったく奇快という外はない。サンフランシスコでの二十日ばかりの滞在中、ひまをみては新らしい文明のすがたを実際に学びとっていった。できるだけたくさんの文明の花をつみとって日本へもどろう。そして新らしい日本の進歩発展のためにつくそう。かれらは一生懸命であった。



（六）

サンフランシスコの海軍病院に塩飽水夫の広島青木浦の源之助と佐柳島の富蔵が衰弱しきった体をベットに横たえていた。難航に難航を続けたためついに病気になってしまっていたのだった。

「政兄イ、心配をかけるな。おれはもう駄目だ。ちょっとぐらいの嵐でこんなになってしまうなんて、みっともなくて。」
「何をいうとんじゃい。生きて元気でいる方が、不思議なくらいじゃ。それよりなあ、早う元気になれ。サンフランシスコちゅうところはびっくりすることばかりじゃ。面白いぞ。元気になっていっしょに街へ出て行こう。」

アメリカ側の行届いた手当て、友達の手厚い看病、しかしむなしかった。遂にそのかいなく源之助、富蔵は息を引きとってしまった。

「源之助、元気を出せ！元気で帰ろう。」

「富蔵しっかり。」

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はる),遙)か故国に思いをはせているのか源之助、富蔵の顔は安らかであった。あとには仲間のむせび泣く声が残るのみであった。

二人のしかばねは、はるかに日本をのぞむサンフランシスコのローレル墓地に埋葬された。

威臨丸は三月十九日、市民を挙げての歓呼の声に送られて帰国の途についた。
源之助、富蔵の墓は、現在もなお残っている。まことにささやかな黒ずんだ墓である。しかも単なる水夫の墓にしか過ぎない。しかし威臨丸の太平洋横断を物語る唯一の記念碑となっている。
（第七話完）
あとがき

この物語をかいて二つの問題を発見した。その一つは威臨丸のトン数のことである。色々 な本にかかれている威臨丸のトン数が二五〇 トンとなっている。

主なものをまとめてみると

「遣米使節史料集成　第四巻→ 三〇〇 トン」これだけが三〇〇トン

「波涛を越えて　吉野源三郎→ 二五○ トン」

「船の歴史物語　飯塚　鈴児→ 二五○ トン」

「黒船前後　　　服部　之総→ 二五○ トン」

となっている。船長四九・七米、幅七・三米、百馬力、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょうき),蒸気)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(らせん),螺旋)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しかけ),仕掛)（スクリュー式）三本マストははっきりしているがわが国の記録ではトン数だけは明記したものがない。二五○ トン というのはおそらく威臨丸がサンフランシスコのプレッチン紙に二五○ トンとかかれたことから出たトン数ではあるまいか。しかし長さや幅から推定すれば、その排水量は七、八百トン程度のものではなかったかと思われるのである。二五○トンというのは恐らく積載トン数と考えられる。

もう一つのことは、威臨丸は日本人が乗りこんで日本人の手で太平洋を乗り切ったといわれているが実は威臨丸の出帆に先立つ半年ほど前、わが沿岸で難破したアメリカの測量船フエニモア・クーパー号の船長ジョン・ブルック以下十一名のアメリカ人を便乗さている事実である。そして般長ジョン・ブルックの手記Kanrin  Maru  Journal :John Mercer Brooke 「成臨丸日記」を読んでみると相当航海中に助力をしている。船が沈むにどの嵐に遭遇したのであるから、恐らく乗組員は全員で操縦にあたっただろう。だとすれば日木人だけの力ではじめて太平洋を乗り切ったと断定することはどうも正確ではないようである。こんなことも感じた。

以上の二点は本来的な歴史学研究のテーマとしても面白いのではないかと書きながら思った。あとがきが実に長くなった。
	
―天は人の上に人をつくらず人　　　　　　　　　　　　　　　　　の下に人をつくらず―

 福沢諭吉

江戸幕府は社会のあらゆる人々 を身分と格式によって固定化した。そして上下に秩序を立て、原則として職業の転換を禁じ、下剋上（げこくじょう）のうごきをおさえ、かくして社会秩序の動揺を防ぐことにつとめた。皆さんは歴史学習でこうした点をもっとたんねんに学習することでしょう。わたしがこれからお話しすることは、こうした身分制度が生み落した実に悲しい出来事の一つなのです。



第八話　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 17(しわく),塩飽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 17(きんばんしょ),勤番所)日記
―小坂浦騒動―



（一）

本島のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とまり),泊)から笠島にいたるほぼ 中間程の所に、道路に沿って左側にどっしりとしたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もんがま),門構)えの武家屋敷残っている。現在の丸亀市本島町支所がそれである。この屋敷をその昔、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しわく),塩飽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きんばんしょ),勤番所)と呼んでいた。塩飽勤番所とは江戸時代、徳川幕舟下における塩飽全島の 政治をつかさどる役所であった。塩飽は豊臣秀吉の時代からEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にんみょう),人名)と称する幕府のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふねかた),舟方)六百五十人の領知する所であった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こくだか),石高)千二百五十石。ここでは年寄と呼ばれる四人の役人がいて領有の承認書たる朱印状を保管し、交代で勤番して政務をとった。そして、毎日の出来事を詳細に記録した。この記録が「勤番所日記」である。

今からお話ししようとするのは、るいると積み上げられたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぼう),厖)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だい),大)な日記の中のごく限られた三日間の記録に関することである。




（二）
『慶応四年正月十八日。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とまり),泊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うら),浦)の向、小坂の魚夫ども悪心さしおこり、大勢申し合わせ、徒党を企て泊浦へ押し寄せ候風聞これあり候。』

「… それでは御勤番様。先日来お願いいたしております小坂浦への人名株二入前EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ゆず),譲)り渡しの件はどうしても駄目だとおっしゃるわけで御座居ますか。」

「さよう。御朱印状に記載されている人名の数は六百五十人へしかも御朱印状は天正の昔、大闇様ぢきぢきに我等にお与え下されたもの、以来二百七十年にわたって徳川将軍様の御世になっても引きつづきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あんど),安堵)されてきたものじゃ。それをお前らEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もうと),毛人)衆の訴えがあったからといって我等勤番年寄の談合だけで勝手にふやすことなどできよう筈がないではないか。ここの所をよく分かってもらいたい。」

「お言葉を返して失礼ではございますが、御勤番様。御朱印状のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あるじ),主)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よしのぶ),慶喜)様は昨年の十月にもはや大政を天朝様にお返ししているではありませんか。またついこの十日程前は鳥羽伏見の戦のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とが),咎)により天朝様には将軍慶喜様討伐の命令さえ出されているこの事実をそれではどうお考えなされます。わたし共からみれば御朱印状そのものはもはや無効。したがって人名株のことは御勤番衆一同様方の才覚でどのようになされましても結構かと存じますが……。」

「無礼……。無礼な！庄左衛門黙らっしゃい。いかに天朝様の御代になったとて二百七十年も続いた人名制には変わりはないわい。変りはせぬ。変わりはせぬわ！」

ここ勤番所の広間、もうかれこれ二EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),刻)もまえから勤番所年寄四人と小坂浦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばんとう),判頭)庄左衛門とが人名株譲渡の問題をめぐって激論をたたかわせていた。

いったいこの塩飽の人名制とはどういうことなのであろうか。




（三）

塩飽諸島は、ずっ―と古い昔の帆船時代から海運業でさかえたところである。特に中世から近世にかけては日本における海運界の先進的なリーダーであった。いわゆる塩飽衆である。勿論かれらは造船、航海術にも抜群の才能を持っていた。源平合戦にも参加し、倭寇にも進出したと伝えられる。ことに近世初頭の戦国時代には大名と結び、大名の物資を運ぶ役割をつとめた。秀吉の朝鮮征伐に釜山への水先案内をつとめ江戸時代になってからは、島原の乱に戦具、馬匹を運送したことは一般によく知られている。また、寛文年間（一六六一～七二） ）河村瑞軒によって北陸、奥羽から日本海―瀬戸内海経由で各藩年貢米を大阪、江戸へ輸送する西廻り航路が開かれたが、この航路も当初のうちは塩飽衆の独占事業であった。

したがって、大名たちは塩飽衆の力を認め塩飽衆の輸送能力を自分の勢力範囲に組み入れるのに大変な関心を持っていた。塩飽衆を味方にすることは、とりもなおさず制海権を獲得することであり、また、輸送権をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうあく),掌握)することでもあったからである。

さて人名制のはじまりは天正十八年天下を取った豊臣秀吉が全国統一の過程で塩飽衆が重要な軍役を果したその功績によって与えられたと伝えられる。具体的には塩飽衆を豊臣家の船方とし六百五十人の船方に塩飽諸島千二百五十石の土地と領海権を与えたことをもってそのはじまりとしている。

 次の家康も慶長五年（一六○ ○ ）に朱印状をあたえこれを安堵し、さらに貞享元年（一六八四）、綱吉は沙汰書を与え、塩飽衆の人名制を永続的たらしめた。

大名以外が領地できなかった時代に、塩飽諸島だけは特例として、船方衆六百五十人の一団があたかも領主のように島治の権利、義務を共有したわけである。このことから考えてもいかに塩飽衆の力が強かったかがよく判る。そこで大名、小名に対するものとして大名でも小名でもないものすなわち「人名」（にんみょう）と呼んで区別したのである。六百五十人の船方が千二百五十石の物成高を共同で領有するといっても実際には六百五十名の「人名株」として分有されていた。




（四）

「お主らが毎日漁をいとなんでいるこの海はいったい誰のものか承知か。」

「誰のおかげでこれまでお前らの一族一統は生きてとられたのじゃ。」

「おまえたち毛人は、この土地に古い昔に流れてきたのをよもや忘れてはいまいな。」

庄左衛門は全身にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばとう),罵倒)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょうしゅう),潮笑)をあびた。「毛人。」「毛人。」なぜ毛人であるがゆえにこのようにまでいわれなければいけないのだろうか。

毛人、門男は亡人とか間人とも記されることもある。近世には、水香―高請地をもたず、年貢や諸役を直納しない農村居住者―のなかでも、近世初期の検地帳にまったくのっていない低い社会的位置におかれた人たちのことを指すのである。毛人が一般の農、漁民と格段な身分差別をつけられていたことはいうまでもない。

瀬戸内海は下関から大阪までおよそ四○ ○ キロあまり漁場としてはまことによい海である。いつごろどういう経路でまたどのような姿であったか、まだよくわかっていないが、中世から近世へうつる時分に「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(え),家)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふね),船)」がこの海に入ってきた。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(え),家)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふね),船)」というのは船をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すみか),家)とするEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひょう),漂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かい),海)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みん),民)のことである。被等は芸州のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のうじ),能地)（広島県三原市幸崎町能地）をその根拠地として、瀬戸内の沿岸や内海に点在する島々 に移住していった。庄左衛門の祖先もつまりは能地から塩飽本島の小坂浦に住みついたEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひょう),漂)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かい),海)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みん),民)であったわけである。したがってかれらは人名株をもたない島民であり、よそからやってきて住みついた無高のものであり、全く典型的な「毛人」の集団であったわけである。

さきほど「毛人」たちが一般の農、漁民と格段の身分差別 をつけられていたと述べた。それはかわらが努力して自前の田畑を所有するにいたっても、本百姓と同格の社会的地位は与えられず、一等低い身分の者として待遇され、村の祭や寄合などに権利も義務も与えられない場合が多かった。ましてや「人名衆」たちとは一段と身分上の差別があり「人名株」の譲渡はとうていのぞむべくもなかったわけである。




（五）
「おい、儀八、鶴吉。どうした！話せ！お前ら判頭さんのお伴をしていったのじゃろうが。」

上座に力なく判頭庄左衛門を中心にして谷五郎、儀八、沖右衛門、鶴吉が並んだ。判頭庄左衛門の顔は涙でくしゃくしゃになっていた。儀八がたまりかねて口を聞き答えた。

「皆の衆聞いてくれ。おれは本当にくやしかった。おれはあいつ等を殺してやりたいくらいだった。勤番所のやつ等、庄左衛門さんとおれ達をぐるりととりかこんで人名株は絶対に譲れぬ。お前らは生かながらにして毛人じゃとぬかしやがった。」

「くそっォ。それでは聞くのがォ、二年前長州征伐の際、われわれ小坂の者たちが人名の代りに軍役にいったことについては奴らどう返答したんですかい。」

「その事については勤番年寄はこういいおった。長州征伐の代役については、ちゃんと相応の代償を払ってあるから人名株譲渡のこととは何の関係もないというのじゃ。」

「なにおォ。人名、 人名といばりやがるがもともとは太閤さんの時代に軍役を人名の先祖らが果したから与えられまでのこと。おれらだって二年前に将軍さまの御命令で長州征伐の軍役に人名達の代りに出かけたのだから当然人名株をもらってもいい筈じゃ。」

「そうだ。そうだ。その通りだ。」

「人名株をもらう。そんななまぬるいことでは駄目じゃ。そうではないか。人名の権利を保障している将軍様は去年の十月に政権を天朝様にかえしているではないか。今の御時世で一番えらいのは天朝様じゃ。もう将軍家には力はない。だから人名そのものもないのと同じだ。」

「正月三日の鳥羽伏見の戦では、天朝様にたてをついたから将軍家は朝敵になってしまった。人名のやつらは、将軍家の家来じゃから、やつらも朝敵じゃ。」

「皆の衆、こうなったらわしらで天朝様に代って泊の浦の勤番所へ押しかけで、人名征伐をやろうではないか。」

「朱印状を奪い焼いてしまえ。」

幕末になって、長州征伐が行われた時、塩飽の人名に海上輸送の任務が課せられた。ところが、塩飽の海運はすでに衰退期に入って久しく、人名は船工や農民となり、船渡世の者はすくなくなっていた。一方、小坂の方は人口が増加し、特別の繁栄もなければ衰退もなく、内海の潮流に網をひいていた。そこで、小坂の漁業者がやとわれ代役として大阪―広島間の海上輸送をつとめた。
代役を果した小坂の人たちが、眼にし、身に浴びてきたのは、封建制度が崩壌していく時代のうつりかわりであり、新時代の息吹きであった。かれらは、軍役を果したのだから、自分たちにも人名と同等の権利を与えるよう、塩飽勤番所に訴願した。

この間にも時代はどんどん変化し、慶応三 年（一八六七）十月、政権が朝廷に返上され、十ニ月には王政復古の諭告が出された。幕末はまさに日本史上の一大変革の時期であった。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そんのう),尊王)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょうい),攘夷)から尊王倒幕、加えて地方政治のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びんらん),紊乱)、全国各地に峰起した百姓一撲、ええじゃないかの運動。小坂浦の人々 は征長従軍を通じ、鋭く且鮮やかに時代の鼓動をつかんで帰島した。かれらはもはやこれまでのような単なる孤島の海人ではなかった。いつの時代でも戦争ほど人間を政治的に訓練するものはない。今まではただ自然に反流する潮のように黙々として運命に盲従した。この素朴な漁民群は運命の潮流をはねかえすことの出来る唯一の力、偉大な庶民の力を知った。かれらは著しく政治的に成長し、人間として同一の土俵の上に立ち、差別と蔑視から解放されるべき好機をうかがいつつあった。

「朱印状を奪い焼いてしまえ。」

「いかん。いかんぞ！今になってそんなことをしたんではこの二年間人名株をもらおうとした我々の努力は水の泡、辛抱せい。」

「もうこれ以上、何を辛抱するのじゃ。おれたち若いもんはもともと人名株譲渡などというへぬるい考え方には不賛成じゃった。おれは行くぞ。今からあの勤番所へ乗り込むぞ。そして天朝様に代わって人名たちを征伐してくれるわ。」

「そうだ。おれもそう思う」

「そうだ。」

「そうだ。」

「もう間もなく夜が明けるぞ。沖へ出ているもん全部呼びもどせ。浜へでてのろしをあげ。」

「それはいかん。いかんぞオ――。」




（六）

『正月十九日

切紙を以て相達し、然らば昨日より小坂の者ども徒党をくわだて、大勢泊浦へ押しかけ乱妨いたし候間、右につき勤番かためのため、浦々 若者ども召つれ、早々 出張致さるべく候。』

明けて一月十九日の早朝、小坂漁民は二百六十人ほどの一団となって、朱印状奪取をめざして行動を起した。手に手に竹槍、こん棒で身をかため、むしろ旗を押したてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とき),閧)の声を挙げて進んだ。

「わあァ。わあァ。」

グワーン。グワーン。ゲワーソ。

前が鼻、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とまり),泊)を過ぎてほら貝を吹き鳴し、ときの声を挙げて勤番所にせまっていった。しかし人名の方でも、その時には、勤番所備付の鉄砲を取出し入幡神社馬場先で待ち構えていた。島はさながら戦が始まったごとくであった。

「ダダダ――ン。」

「わあァ……。」

人名側、小坂側、互いに死者を出すにいたった。小坂側には火器の用意はなかった。

「引き返えせ――。飛び道具に気をつけろ――。」

激闘、数十合、火器の用意のない小坂側はじりじりと人名側に押しもどされた。

そして人名側の方では今度は攻撃に転ずべく島中の人名達に動員のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(げき),檄)を飛ばした。動員が進むにつれて人名勢は泊浦EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こがらす),小烏)神社に戦えるかぎりのわかものたちがぞくそくと集結しつつあった。




（七）

『正月十九日深更

島中一同多人数あい集り、小坂浦へ押し寄せ候。大浦、福田浦、尻浜浦、生浜浦、四ケ浦よりも大勢西手よりまいり相い戦い候ところ、かれこれの内、何者か小坂東手より火を掛け候処、大火に相い成り候。』

暮の四ツ（十時）死の静けさを保った小坂浦のまわりに、殺気を帯びた数百の男たちの目が、妖しく撚えていた。かれらは漁浦に一人の漁民も、一軒の家も残すまいとしているのだ。その証拠に忍者のようにしのびこんだ侵入者の一団は、申し合わせたように、火うち石をたたき、部落のまわりにうず高く積まれていた枯草に火を点じた。

闇を破る数条の火焔が、炎々 と燃えあがった。部落の囲りは竹槍でぐるりと取り囲まれた。その間には数挺の種ケ島の鋭口が無気味に光っている。

「めりめり、バリバリ。」
小坂の部落はさながら地獄絵図のようであった。逃げまわる女、子供の頭上を、流星のように幾十本かのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たいまつ),松明)が飛んだ。

「おーいみんな逃げろ。人名の奴等が火をつけたど。早う逃げんと焼き殺されるぞ。」

三方から放たれた火は、またたくまに部落をつつんだ。老人、子供女たちをかかえた男たちは逃げることだけで精一杯であった。うしろは小坂山、二千に近い部落のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いのち),生命)はもはや舟をつうじてしか生きのびるみちはない。沖へ！沖へ！恐怖と絶望をのせた漁民達の小舟は泣き叫ぶ女、子供の悲鳴と、恐怖と落胆に渇ききった老人のうつろなEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひとみ),瞳)とをのせて焼えつづける小坂の浜辺をはなれ、かろうじて多度津、丸亀の方向を目指し島影の彼方へ消えていった。

悪夢のような夜が明けた。音をたてて燃え落ちた小坂の部落にはあわれEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひごう),非業)の死をとげた十八のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しかばね),屍)が点々 と横たわっていた。




（八）
小坂騒動が起っていたちょうどその頃、丸亀には鳥羽、伏見の戦で幕府側に味方したために朝敵となった高松藩を討つべく、土佐の官軍が進駐してきていた。はるか彼方の闇の中に炎々 と焼えあがる幾条かの火柱は土州藩士たちの目にも映った。すぐさま塩飽EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちんぶたい),鎮撫隊)が結成された。そして土佐藩の一隊が来島し、この小坂浦騒動の処理に当った。

事情を聞きただした鎮撫隊長八木彦三郎は決然といい放った。

――人間はすべて平等であり、差別さるべきものではない。人名のとった処理は人道にかなわないから、適当に処罰さるべきであり、小坂の部落は漁民たちのために出来るだけ早く復旧せしめられるペぎであると。――

土州藩兵を迎えて塩飽の支配形態は一変した。天正十入年（一五九○ ）以来の人名の共同支配は一瞬の間に転倒して、塩飽諸島の統治権は完全に土州藩に帰属した。そして再び人名制という特異な政治支配が、この島々 の上に復活する機会は永久に訪れなかった。人名制は単に経済的心理的価値として、子孫に継承されたのにすぎなかった。上陸した八木彦三郎の処置は迅速果断であった。

島中支配方年寄に対しては十日間の譴責禁慎を命じ、その他主だった人名たちを勤番所牢獄に投獄した。

二月に入ると塩飽の浦々 には次のような高札が掲げられた。

『此の度、朝令をもって予讃天領鎮撫仰せつけられ候事

土川藩』
（第八話完）
あとがき

この物語は主として

羽原又吉
「漂海民」

岩波書店

角田直一
 「十八人の墓」
瀬戸内文化連盟

五味克夫
「塩飽島の人名制」
鹿児島大学文科報告

によって書きました。

又東中学校、藤井致一先生のお宅に残っている古文書を参考にさせていただきました。厚くお礼申し上げます。
	
皆さんは歴史で室町時代の土一揆や江戸時代の百姓一揆について学習したことでしょう。百姓一揆は江戸時代を通して現在明らかにされているものだけでも千五百件ほどあります。私たちの郷土讃岐にもいく件かの百姓一揆が起こっています。

　今回はそれらの中で特に全国的に有名な寛延年間（一七四八―一七五〇）に起こった丸亀藩領の百姓一揆についてお話をしたいと思います。

　百姓一揆にかぎらず私たちがいろいろな事柄を考える場合、ただ単に「あった歴史」としてとらえるのでなく当時の社会のどうしたことが根本的な原因となって起こったのか深く追求して見ることが大切だと思います。






　　第九話

寛延の義民

―丸亀藩領寛延

の百姓一揆―







（一）

時はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かん),寛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えん),延)の二年、 秋。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうごく),京極)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さど),佐渡)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),守)治政下のここ丸亀藩領では、五年つづきのひでりと洪水によって、例年ならば稲の取り入れもすみ年貢の納入もおわって、秋祭りでにぎわうころだというのに深いうれいに包まれていた。

当時の暦をひもといてみると

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えんきょう),延享)　二年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんがい),旱害)がおこり、一滴の水もなく早木EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かれし),枯死)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうこう),凶荒)日を追ってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はなは),甚)だし。
延享　三年
引きつづき旱害甚だし。

延享　四年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんばつ),干魃)のため領内EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょもう),虚耗)に帰す。

寛延　元年
風雨不順。

寛延　二年
大雨一時に降り、大洪水、山崩れにより、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひがい),被害)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じんだい),甚大)なり。

とあって、濃民の窮乏は想像にあまりあるものがある。
「きょうのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(け),検)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)の結果、おれたちの笠岡村は五百石の増米だと評定できまったそうだが、そんなむちゃなはなしがあるものか。」

「役人の検見はいいかげんすぎる。庄九郎の田を坪刈りえらぶなんて実際ひどすぎる。第一庄九郎の田はこの笠岡村でも一番被害が少いところなんだ。あそこをもとにしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むら),村)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だか),高)をきめられたのではおれたちはまったくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひぼし),干乾)しになってしまう。

「今年の大供水のことはおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かみ),上)でも十分承知しているはず、村高もいつもの年よりは減らしてくれるのがあたり前の話、だのに……。」

一体、今人々 の関心の的になっている検見とか坪刈りとかいうのはどうしたことであり、何が人々 の不満を呼んでいるのであろうか。




（二）

江戸時代の農民のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そぜい),租税)にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうぜい),正税)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ざつ),雑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぜい),税)とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りきやく),力役)の三つの種類があった。正税は年貢米であってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もの),物)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(なり),成)と呼ばれており、雑税とは米のほかのいろいろさまざまの品を納めるのであって小物成ともいっていた。力役はお上のご用のために出て働くことであってEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶやく),夫役)とも呼んでいた。この中ではもちろん年貢米が正税であって最も基本になる税であった。

村々はくまなく、田や畑の広さと地味（上田、中田、下田）が調べられてありそれは検地帳に書きのせられてあった。

年貢米の取りたてはまず、毎年秋、稲穂が出そろった頃、役人が村々をまわって、村中の田の中で一坪だけえらんで刈り取り（坪刈り）その取れ高を基準にして村全体ではどれぐらいの生産高になるかを算出したのである。（村高）

こうした年貢米の高を決定しにくることをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(け),検)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),見)といったわけで、基準になる一坪の取れ高が多ければ村全体として多く算出されるのであった。

今このお話の舞台になっている三豊郡笠岡村では村全体の高はいちおう千七十九石二斗と定められてあり、その中の半分をお上へ年貢米として差し出していた。しかし今年は年貢米を算出する基本となるべき坪刈りになんと最も被害の少ない、庄九郎の田をえらんだため、結局、村全体で、五百石もの増米に評定されたというのであった。

一体、庄屋はこうしたことを百も承知の上でなぜ庄九郎の田で坪刈りをさせたのであろうか。

　四年来の日照りと洪水で米がほとんどとれないというのに。

　


（四）

　「こんなに凶作が続いているというのに、そこへもってきて泣きッ面に蜂の年貢の増加。たとえおしおきになってけられようがたたかれようが、一粒だって差し出すことができなえ。」

「その上やれ役人の接待費だとか、やれ川EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶしん),普請)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いけ),池)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶしん),普請)、茶番などといって小物成だけで本馬鹿にならぬ額だ」

「毎年毎年、年貢がとどこおって未納分もたくさんある。一体どうやって支払ったらよいのか。先の事を考えると真暗だ。俺らァもういやだ。」

「久三郎だって、善八だって、先祖代々 の田畑を庄屋に売ってしまった。なんと近頃の小作の多くなったこと、こう米がとれなく物のねだんがあがったのでは、俺んとこだっていつ田畑を売らなければならぬようになるかわかったもんじゃない。」

「なァ―に。この数年、不作が続き、米や麦の値段が高くなって暮らしが苦しくなったというが米や麦の値は自然にあがるもんじゃない。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こくや),穀屋)商人や酒屋が金にものをいわせて自分の蔵の中へ米や麦を買いしめておき、思うままに値段をつりあげているんじゃ。俺たちをくいものにしやがって……。」

「さあ、皆の衆、どうする。このまんま泣き寝入りに、今までどおり眼をつぶっていうことを聞くか。それとも思い切って覚悟をきめるか。」

「おらァとっくに覚悟をしているもうおれたちあ、我慢に我慢をし抜いた。 たとえ神さまでも仏さまでもこれ以上の我慢は出来ッこねえ。」

「弥兵治さん。それでお前の覚悟ッちゅうは。」

「一揆さ。強訴よ。丸亀藩領百一ケ村の百姓衆が一しょになって騒動を起こすんだ。今御領内はいわばおこりきった炭のようなもんだ。一滴、油をかけさえすりゃ、男でも女でも残らず燃え立つのは目に見えているようなもんだ。」

「そうだ。そうだ。」

こんな寄合があたかも申し合わせたかのように丸亀藩領の村々 のあちこちで開かれていた。どんなに頭をひねってみてもうまい考えが浮かびそうになかった。かりに弥兵治のいうように強訴を起こしてみたところで、相手は本式の刀を持った役人、百姓はいくら人数が多いといったところでみんな間に合せの、おまけに御上納のお蔭でヒョロヒョロの人間ばかりだ。どうせみんな叩き殺されてしまう。また一体勝ったところでどうなるのだ。強訴なんぞおこした日には今まで先祖代々 耐えしのんできた苦労が一ペんに水の泡になってしまいはしないか。

人々 は思い悩んだ。その時だった。さきほどから皆の話を黙って聞いていた一人の男が静かに口を開いた。

「皆の衆、すまないが一揆に訴えることは少しの間とどまってくださるまいか。」

この人こそこの事件の中心となった笠岡村天神に住む権兵衛その人であった。




（四）

権兵衛はこの時年四十八才。権兵衛の先祖は阿彼国三好郡池田、自地の城主大西EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びちゅう),備中)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のかみ),守)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かく),覚)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よう),養)である。土佐の長曽我部に追われ、讃岐に入り観音寺の領主、高坂丹波守のもとで寓居していたが、のち笠岡村に帰農したと伝えられる。いわゆる豪士の家柄であった。したがって権兵衛は、幼少の頃よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よみかき),読書)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そろばん),算術)に秀で、また、関口流の軍学も身につけていた。

「皆の衆。すまないが一揆に訴えることは少しの間とどまってくださるまいか。」。

権兵衛はその理由をことこまかく筋道をたてて皆に語った。

彼によれば、まず自分たちの現況をありのままにお上に訴えて、できるだけ願いを聞いてもらうのがよいという事。その上で何分の沙汰もなかつた場合に一揆の 手段に訴えてでも決しておそくないこと。また、訴状を出す場合も、問題は笠岡村だけのものではないのであるから四郡百一ケ村の村々 とよく連絡をとって、一つにまとまってことを運んだほうがよいのではないが。そして丸亀藩領の百注衆の統一した嘆願書を出すにほうがよいのではないかと説いた。

結局、彼等は権兵衛の意見に賛成し笠岡村の者が権兵衛を中心にして四郡百一ケ村の意見をまとめるべくEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほんそう),奔走)することになった。彼等の熱心な説得は効を奏した。那珂郡からは金右衛門、多度郡からは、甚右衛門等、四郡の代表七名の談合をみた。そうして十三ケ条の嘆願書を作成、評決し大庄屋に提訴し、しかるのちに藩庁に届けてもらう運びとなった。


　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かん),寛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えん),延)二年


EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ねがい),奉)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あげ),願)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たてまつる),上)　（願い上げEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たてまつ),奉)る）

一、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごみ),御味)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しんかた),進方)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ならび),並)びにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かり),借)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎん),銀)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かり),借)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まい),米)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(りどめ),利留)にて三〇年のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ねんぷ),年賦)
（いままでとどこっている年貢を三十年にわけておさめること）

一、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こねんぐ),御年貢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょうのうがた),上納方)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぶ),部)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ていぎんまい),定銀米)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(できしだい),出来次第)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎん),銀)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(のう),納)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じ),時)のおEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くらそうば),蔵相場)
（年貢はお金でとっていただくこと）
一、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちよう),日用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎん),銀)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおしょうや),大庄屋)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まち),町)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やど),宿)、並びにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょひようなどおい),諸費用等追)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とし),年)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふそうおう),不相応)にて

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めいわく),迷惑)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つかまつ),仕)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうろう),候)。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(にちよう),日用)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょうめん),帳面)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おうえさま),御上様)よりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごぎんみ),御吟味)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うえ),上)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わりお),割負)い候様に。
（庄屋や役人の出張所の費用が多すぎますのでお上でよく帳簿をしらべた上でわりつけていただくこと）
一、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しんうんじょう),新運上)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ていし),停止)
（新しく設けたられた税をなくしてほしい）

∧以下略∨
しかし彼等の計画も最初から行きづまった。




(五)

「たわけ者が、年貢未払分を三十ヶ年の年賦にせよとは、あきれ果てたやつ。今までに聞いたことも考えたこともないわ。」

「今年の年貢とてもはや割付けはすんだ。いまさらしかたのないことだ。嘆願など申しおって。」

「われら庄屋衆に何の不足があるのじゃ、お上に日用帳面をよく調べてもらいたいなどとよくもねけねけと申しおるわ」

「われわれにさからうとはお上にたてつくことと同じや。ここの所をよく考えて、そうそうに嘆願を願下げ、退散せられませィ。」

ここ上高瀬村大庄屋、三好繁之丞の屋敷ではあかあかとかがり火がたかれ、庭には四郡百一ケ村より特別にえらぼれた七人の面々 が静かに坐っていた。前方の座敷には坂本村の大庄屋米谷四郎兵衛をはじめこれまた、藩内の主だった庄屋衆が顔をそろえて対坐していた。百姓たちが差し出した十三ケ条の願文は彼等の生活窮乏の状況から蔵役人、大庄屋、組頭の不法横暴、租税の増加に対する意見を列挙したものである。庄屋衆たちがどうして自らの奸悪をお上に差し出すであろうか。

権兵衛達とてこの事は百も承知のことであった。ただいくらかでも権兵衛たちの言い分に対し、反省し、十三ケ条の訴状を適切に処理し、お上に百姓たちと同体になって、つまり百姓たちの先頭にたって生活の窮状を緩和するよう努力してくれることを心ひそかに期待したわけである。しかし徒労に過ぎなかった。ただ庄屋連中のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ばせい),罵声)を頭上から浴びるに過ぎなかった。

「馬鹿者、訴訟などと申しおって、もっての外じゃ、おぬしら百姓どもはただ黙ってお上のいわれることを聞いておればよいのじゃ」





（六）

明くれば寛延三年正月、もはや庄屋衆に願って頼いの筋を聞き入れてもらおうとすることの非を悟った七ひとの指導者たちは、直接丸亀城下にせまって民の苦しみを藩主に訴えようとした。

 ひそかな会合があちこちで何度ももたれた。

間もなく次のような廻文が村から村へと送り伝えられた。
口　上
此のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たび),度)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょじ),諸事)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ねがい),願)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふし),節)あり、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごりょうぶん),御領分)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いっとう),一統)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ねがい),願)いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たてまつり),奉)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たく),度)くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうろう),候)。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(むらむら),村々)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひゃくしょうぢゅう),百姓中)、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(その),其)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(い),意)をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(もて),以)てEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうげつ),当月)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はつか),二〇日)までに一応本山川までにEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おそろ),御揃)いなさるべきEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よう),様)御知らせ下さるべく候。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おいで),御出)の節はかま、くわ、みののかさ御持参なさるべく候。

以上

（直願によって、お殿さまに訴えますので村々の皆さんは二〇日までに本山川、川原まで集合して下さい。このことは役人へ聞こえぬようにして下さい。御出の折には鎌、くわ、みのかさをお持ちになって下さい）





（七）

「ボォー」「ボォー」

「川向の善四郎」

「せがれの幸三」

「おお御苦労さま。」

藩内のいたるところで一揆の行動が開始された。かがり火がたかれほら貝が鳴り響き、百姓たちは手に手に鎌棒（棒の先に鎌をつけたもの）を持ち、みの笠をきて各地の集合場所に集結しはじめた。

正月十五日EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(み),己)の刻（午前十時頃）には多度郡、三野郡、大見村の面面約一万数千人がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あま),雨)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎりやま),霧山)に集結していた。

一方、三野郡、豊田郡では、本山川原を集合場所にして続々と集結が行なわれていた。その数およそ四万余。

寺の鐘、村々の鐘は夜通し鳴りひびき、ワァー、ワァー、というときの声は夜空にこだましてさながら戦争のようなさわぎであった。正月十九日、夜の五ツ（八時頃）には本山川に集結が終わった。そして急ぎばやに組み分けが行われ、それぞれの組のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かしら),頭)を決めた。全体の総指揮はもちろん、権兵衛その人であった。

「おーい。岡本村はどうした。」

「岡本村からは一人も来ていないぞ。」

誰かが叫んだ。

「庄屋のやつめ、口上書をにぎりつぶしたな！」

「よおし、岡本庄屋をまず打ちこわせ。」

「オーウ。」

一同でときの声をあげるとたいまつの火がいっせいに高くあがった。「ウォー」「ガンガ」、ガァーン。」ほら貝と、ときの声がまじりながら四万余の大群衆が岡本村に殺到していった。

「やい庄屋、昨日回した口上書を村人に見せたのか。」

岡本庄屋の前まできた群衆は屋敷内に押し入り、鎌、鍬、斧などで表門を破り戸障子を倒して大黒柱に大縄をかけて家を引き倒してしまった。ついで観音寺、坂本の大庄屋米谷四郎兵衛も同じように打ちこわしてしまった。四郎兵衛は、三野郡一帯の綿、油一さいを取り扱う藩の御用商人であった。数年来の不作につけ込み、金に物をいわせ米、その他のものを買い込み不当に物の値段をつり上げていたのだった。したがって三野郡の貧農は彼を誰よりも憎んでいた。証文、質券すべてが焼かれた。

暮はやい冬の太陽はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ことひきやま),琴弾山)に沈んで夕やみがせまった。手に手に持ったたいまつの火のみが赤い。

「さあ、御一同衆、約束の地、丸亀城下、金倉川に向かって参ろう。」

「おーッ」

　同じ頃、那珂郡、多度郡の一部は豊田、三野の郡勢と一つになろうとして上高野村流岡に集結していた。

その時だった。十四、五人の馬にのった武士が急ぎこちらにやってくるではないか。

「静まれ。静まれ。願いの儀あらば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せっしゃ),拙者)、責任をもって殿に言上いたす。早まるでない。」

丸亀藩領の百姓たちが一致団結して城下にせまりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じきそ),直訴)するけはいにろうばいした役人があわてて早馬をとばしてきたのだった。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ものかしら),物頭)三田茂左衛門、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おおめ),大目)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つけ),附)加納又右衛門、地方奉行斉藤茂右浦、庄伝左衛門らの一行であった。

「申し上げまする。我らとて、徒党を組むは堅くEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はっと),法度)の禁ずること、十分承知の上での事でございます。ただ今の三田様のおおせ、ありがたくお受けいたしたいと思います。さりながらこのたびのことは丸亀藩百姓一同のことゆえ、三野、那珂、多度郡と一緒になって談合した上で明二十三日金倉川、川原で嘆願書を差し上げたいと思います。」

　四群の領民たちは勢いにまかせ、金倉川に向かって行動を開始した。

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とっさか),鳥坂)で残りの那珂、多度勢と合し、総勢六万五十余がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うしお),潮)の如く丸亀城下、金倉川に殺到した。ここで約束通りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ものかしら),物頭)三田茂左衛門に嘆願書が手渡たされた。

十三ケ条の願文は、三ケ条を除き、即日、聞き届けられた。あとの三ケ条も追って善処するべき旨が伝えられた。

「ワァー。「ワァー。」

「やった。やった。」

歓声が一しきりこだました。




（八）

たしかに強訴の願いは聞き届けられた。勝った。しかしもちろんそれではすまされない。勝利はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せつな),刹那)的であり、権力者の苛烈な巻き返しはすぐに行なわれはじめた。

藩庁では厳重な調査の上で主謀者を次々に捕えていった。四郡を統一して徒党を組織した罪は重かった。法の掟てはきびしかった。権兵衛をはじめとする七人の中心人物はいずれもEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はりつけ),磔)の刑に処せられることになった。

特に一揆統率の指導者である権兵衛に対しては峻烈なる刑の言い渡しが行われた。即ち妻のヨネ、息子の平八、源二郎、亀五郎にも打首獄門の判決がいいわたされた。亀之助はこの時、数え都市五才であった。

大勢の人たちによって助命、嘆願がなされたが聞き届けられるべくもなかった。

一揆勢が最後に集結し、勝利をつかんだ金倉川原が処刑場となった。まことに皮肉な因縁といわねならぬ。厳重なEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たけやらい),竹矢来)がはりめぐらされた。警護の役人がきびしく四方を囲んだ。矢来の周囲には処刑される一たちに最後の別れを惜しむ大勢の群衆の姿があった。

「権兵衛さァん。」

「ヨネさァーン」。
「亀五郎さんまでとは……。」

「あんな年端もいかない子を……。かわいそうに……。」

何万という男女が声をあげで泣いた。川瀬の音もひとしお悲しげに聞こえた。

丸亀藩記、寛延三年の項には以上のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てんまつ),顛末)が「西讃地方に百姓一揆起りしが間もなく鎮定す。」とたった一行記録されているにすぎない。

第九話　　完
あとがき
この物語は

観音寺市教育委員会編
「観音寺市史」

佐々栄三郎


「七人童子快挙録」

島　比呂志


「銀の鈴」

を参考にして書きました。
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丸亀城譚　





　丸亀城�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 23(たん),譚)�





（早春の丸亀城）
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